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目
次
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一　

は
じ
め
に

　

１　

日
本
の
強
制
執
行
に
お
け
る
﹁
金
銭
的
救
済
中
心
主
義
﹂

　

２　

差
止
的
救
済
の
実
効
性
確
保
の
必
要
性

二 　
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
強
制
的
実
現
の
た
め
の
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂

　

１　
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
の
意
義
と
必
要
性

　
　
（
１
）　
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
の
意
義

　
　
（
２
）　
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
の
必
要
性
と
そ
の
背
景

　

２　
﹁
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
の
基
本
類
型

　
　
　
　

︱
︱
﹁
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
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（
１
）　
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
救
済
実
現
過
程
に
お
け
る
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
類
型

　
　
（
２
）　
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
事
件
類
型
や
事
件
状
況
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
異

　

３　
﹁
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
る
救
済
実
現
手
続

　

４　
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
る
救
済
実
現
手
続

　
　
（
１
）　
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
の
必
要
性

　
　
（
２
）　

多
様
な
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂（
以
上
、
本
号
）

　

５　

債
務
者
に
よ
る
判
決
債
務
の
不
履
行
に
対
す
る
裁
判
所
の
対
応

三　

日
本
法
へ
の
示
唆

四　

お
わ
り
に

一　

は
じ
め
に

１　

日
本
の
強
制
執
行
に
お
け
る
「
金
銭
的
救
済
中
心
主
義
」

　

日
本
に
お
け
る
強
制
執
行
に
関
す
る
手
続
規
定
の
大
半
が
金
銭
執
行
（
民
執
二
二
条
～
一
六
七
条
の
一
六
）
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の
非
金
銭
執
行
、
と
り
わ
け
行
為
執
行
（
作
為
・
不
作
為
執
行
）
に
関
す
る
手
続
規
定
（
民
執
一
六
八
条
～
一

七
四
条
）
は
、
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。

　

確
か
に
、
民
事
執
行
事
件
の
中
で
も
数
多
く
の
事
件
数
を
占
め
、
か
つ
、
担
保
権
実
行
手
続
（
民
執
一
八
〇
条
以
下
）
に
も
そ
の
大
半
が

準
用
（
民
執
一
八
八
条
・
一
八
九
条
・
一
九
二
条
・
一
九
三
条
・
一
九
四
条
参
照
）
さ
れ
て
い
る
金
銭
執
行
手
続
の
賦
活
は
、
そ
れ
自
体
、

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
降
、
日
本
経
済
の
活
性
化
や
そ
の
復
活
を
下
支
え
し
つ
つ
後
押
し
す
る
象
徴
的
か
つ
実
践
的
な
意
義
を
も
ち
、
債
権
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二
〇
五

回
収
の
実
効
性
確
保
の
手
段
と
し
て
、
日
本
経
済
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
多
大
な
裨
益
を
な
し
て
き
た
。
た
だ
、
そ
こ
で
強
制
的
実
現
の
中
核

を
担
っ
き
た
も
の
は
、
文
字
通
り
﹁
金
銭
的
救
済
﹂
で
あ
り
、
極
め
て
現
代
的
な
課
題
と
な
る
べ
き
人
格
的
利
益
の
保
護
な
ど
を
も
包
含
し

た
﹁
非
金
銭
的
救
済
﹂、
す
な
わ
ち
﹁
現
実
的
救
済
（
特
定
的
救
済
）﹂
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
の
消
極
的
な
姿
勢
と
も
相
ま
っ
て
、
必
ず
し

も
十
分
な
考
慮
や
法
実
践
、
さ
ら
に
は
法
改
革
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

二
〇
世
紀
末
か
ら
日
本
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
﹁
司
法
制
度
改
革
﹂
と
言
え
ば
、
今
は
昔
の
感
も
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
司
法
制
度
改
革

を
経
た
今
日
で
も
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
傾
向
は
、
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

　

二
一
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
司
法
制
度
を
構
築
す
る
た
め
に
、
一
九
九
九
年
（
平
成
一
一
年
）
七
月
二
七
日
に
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
司
法

制
度
改
革
審
議
会
は
、
二
〇
〇
一
年
（
平
成
一
三
年
）
六
月
一
二
日
に
﹃
意
見
書
﹄）

1
（

（﹃
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
書
﹄。
以
下
、
単
に
﹃
意

見
書
﹄
と
記
す
。）
を
公
表
し
た
。
民
事
司
法
制
度
改
革
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
提
言
が
な
さ
れ
た
が）

2
（

、
民
事
執
行
の
領
域
に
つ
い

て
も
、﹁
民
事
執
行
制
度
の
強
化
︱
︱
権
利
実
現
の
実
効
性
確
保
﹂
と
題
し
て
、
民
事
執
行
制
度
を
改
善
す
る
た
め
の
新
た
な
方
策
を
具
体

的
に
提
言
し
て
い
た
。
つ
ま
り
﹁
例
え
ば
、
債
務
者
の
履
行
促
進
の
た
め
の
方
策
、
債
務
者
の
財
産
を
把
握
す
る
た
め
の
方
策
、
占
有
屋
等

に
よ
る
不
動
産
執
行
妨
害
へ
の
対
策
等
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。﹂
と
明
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ）

3
（

る
）
4
（

。

　

こ
の
よ
う
な
金
銭
執
行
の
賦
活
化
の
た
め
の
提
言
は
、
民
事
執
行
法
の
二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年
）
改
正）

5
（

お
よ
び
二
〇
〇
四
年
（
平
成

一
六
年
）
改
正）

6
（

な
ど
の
比
較
的
大
き
な
法
改
正
に
実
を
結
び
、
現
在
に
至
っ
て
い
る）

7
（

。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
民
事
執
行
に
お
け
る
金
銭
執
行
を
中
心
と
し
た
基
本
的
な
規
定
の
構
成
と
そ
の
賦
活
化
を
志
向
す
る
考
え
方
は
、

民
事
執
行
法
に
お
け
る
﹁
金
銭
的
救
済
中
心
主
義
﹂
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る）

8
（

。
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け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
〇
六

２　

差
止
的
救
済
の
実
効
性
確
保
の
必
要
性

　

日
本
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
改
革
の
経
緯
と
現
況
に
お
い
て
、私
は
か
ね
て
か
ら
、﹁
現
実
的
救
済
﹂
と
り
わ
け
﹁
差
止
的
救
済
の
実
効
化
﹂

の
意
義
と
方
策
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た）

9
（

。
そ
れ
は
、
差
止
的
救
済
の
﹁
不
幸
﹂
あ
る
い
は
﹁
桎
梏
﹂
か
ら
の
解
放
の
問
題
で
あ
り）
₁₀
（

、
そ
の
学

術
的
な
希
求
の
背
景
に
は
、
個
人
の
尊
厳
と
幸
福
追
求
権
（
憲
法
一
三
条
）
お
よ
び
法
の
下
の
平
等
（
同
一
四
条
）
を
民
事
訴
訟
法
上
も
実

現
す
る
た
め
に
、﹁
現
実
的
救
済
﹂
こ
そ
が
金
銭
的
救
済
に
対
し
て
優
位
を
占
め
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
（﹁
現
実
的
救
済
優
位
の
思
想
﹂）

を
措
定
し）
₁₁
（

、
そ
の
方
向
で
の
手
続
充
実
が
、
広
義
の
民
事
訴
訟
法
上
、
よ
り
一
層
探
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

確
か
に
、
差
止
的
救
済
に
お
け
る
救
済
形
成
過
程
（
判
決
手
続
過
程
）
に
も
数
多
く
の
課
題
が
あ
る
が）
₁₂
（

、
そ
の
究
極
的
な
法
的
救
済
の
成
否

は
、
強
制
執
行
過
程
の
実
効
性
に
依
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
差
止
請
求
権
の
強
制
的
実
現
過
程
で
あ
る
行
為
執
行
を
含
む
非
金
銭
執
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
律
は
必
ず
し
も
多
く
は
な

く
、
し
か
も
、
そ
の
規
定
は
精
緻
を
極
め
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

　

確
か
に
、
非
金
銭
執
行
に
よ
っ
て
そ
の
強
制
的
実
現
が
求
め
ら
れ
る
債
権
や
請
求
権
に
は
多
様
性
が
あ
り
、
金
銭
執
行
の
場
合
の
よ
う
に
、

形
式
的
か
つ
画
一
的
な
詳
し
い
手
続
規
律
に
必
ず
し
も
馴
染
む
も
の
で
は
な
い
。
民
法
上
、
強
制
履
行
の
規
定
（
民
四
一
四
条
））
₁₃
（

は
存
在
す

る
も
の
の
、
そ
の
規
定
は
簡
潔
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
規
定
が
民
法
中
に
存
在
す
る
こ
と
の
意
義
自
体
が
、
様
々
な
か
た
ち
で
問
わ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
民
法
四
一
四
条
が
含
ん
で
い
る
諸
条
項
が
民
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
﹁
法
典
の
美
学
﹂
で
あ
る）
₁₄
（

と
さ
え
、
評
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た）
₁₅
（

。

　

ま
た
、
作
為
・
不
作
為
を
目
的
と
す
る
債
権
・
請
求
権
に
関
す
る
民
事
執
行
法
上
の
規
定
も
限
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
意
思
表
示
義

務
の
執
行
手
続
（
民
四
一
四
条
二
項
但
書
、
民
執
一
七
四
条
）
な
ど
の
よ
う
に
、
形
式
的
か
つ
定
型
的
な
執
行
手
続
で
対
応
可
能
な
行
為
執

行
の
抽
象
的
な
類
型
は
存
在
す
る
も
の
の
、
民
事
執
行
法
上
は
、
個
別
具
体
的
な
非
金
銭
執
行
の
類
型
に
応
じ
て
、
い
く
つ
か
の
個
別
規
定
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二
〇
七

（
民
執
一
六
八
条
～
一
七
三
条
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
現
実
的
な
救
済
実
現
の
多
様
性
と
い
う
現
状
の
下
で
、
現

行
法
下
の
執
行
方
法
と
し
て
は
、
直
接
強
制
、
代
替
執
行
（
民
執
一
七
一
条
）
お
よ
び
間
接
強
制
（
民
執
一
七
二
条
）
の
三
種
類
が
用
意
さ

れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
規
定
の
僅
少
さ
は
、
そ
の
規
定
が
抽
象
的
か
つ
包
括
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
裁
判
所
の
基
本
姿
勢
如
何
で
解
釈
を

通
じ
た
手
続
創
造
の
可
能
性
も
生
ま
れ
て
く
る
が
、
し
か
し
、
民
法
四
一
四
条
の
規
定
す
る
執
行
方
法
や
代
替
執
行
お
よ
び
間
接
強
制
は
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
創
造
的
な
展
開
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
現
状
に
あ
る
と
考
え
ら
れ）
₁₆
（

るａ
）

₁₆
（

。

　

本
稿
の
問
題
意
識
の
前
提
に
は
、
差
止
的
救
済
の
実
効
性
確
保
へ
の
希
求
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
日
本
に
お
け
る
執
行
方

法
の
限
定
的
性
格
に
対
す
る
疑
問
が
あ
る
。
特
に
、
大
規
模
な
差
止
的
救
済
の
現
実
的
な
執
行
過
程
を
考
え
た
場
合
に
は
、
そ
こ
で
主
と
し

て
問
題
と
な
り
う
る
代
替
執
行
お
よ
び
間
接
強
制
と
い
う
二
種
類
の
執
行
方
法
だ
け
で
果
た
し
て
十
分
か
否
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る）
₁₇
（

。

　

も
と
よ
り
、
ド
イ
ツ
法
（
一
部
プ
ロ
イ
セ
ン
法
）
や
フ
ラ
ン
ス
法
の
基
本
的
な
考
え
方
を
継
受
し
て
以
来
、
強
制
執
行
法
に
お
い
て
は
た

と
え
ば
執
行
方
法
が
法
定
さ
れ
限
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
民
事
執
行
法
の
制
定
に
際
し
て
、
作
為
・
不
作
為
請
求
の
特
質
を
踏
ま
え
た
新

た
な
強
制
的
実
現
方
法
は
、
そ
の
後
の
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た）
₁₈
（

よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
の
執
行

法
制
の
改
革
改
善
の
流
れ
の
中
で
は
、
金
銭
執
行
の
賦
活
が
そ
の
中
心
課
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
差
止
請
求
の
特
質
を
踏
ま
え
た
新
た
な

強
制
的
実
現
方
法
は
、
そ
の
後
具
体
化
さ
れ
現
実
化
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
な
い）
₁₉
（

。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂）
₂₀
（

と
い
う
大
規
模
な
差
止
的
救
済
の
実
現
の
た
め
に
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ

ロ
ー
チ
﹂
を
採
用
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
法
を
参
照
し
つ
つ
、
差
止
的
救
済
の
賦
活
を
促
進
す
る
た
め
の
比
較
研
究
を
行
い
た
い
。

　

か
つ
て
、
私
は
、
本
誌
に
掲
載
し
た
前
稿）
₂₁
（

に
お
い
て
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
手
続
過
程
、
と
り
わ
け
救
済
実
現
過
程
（
特
に
、
強
制
執

行
の
手
続
過
程
に
相
当
す
る
救
済
過
程
）
の
基
礎
に
あ
る
基
本
法
理
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
そ
の
基
礎
こ
そ
が
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
救
済
方
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六
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
〇
八

法
で
あ
る
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
強
制
執
行
手
続
の
た
め
の
基
礎
法
理
と
し
て
作
用
す
る
﹁
裁
判
管
轄
権
の
保
持
（R

etention of 

Jurisdiction

）﹂
で
あ
り
、
そ
の
比
較
法
的
な
考
察
を
も
と
に
し
て
、
日
本
法
に
お
け
る
差
止
執
行
過
程
の
基
礎
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
示

唆
を
行
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
そ
の
続
稿
と
し
て
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
救
済
方
法
と
し
て
の
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
具
体

的
な
実
現
過
程
、
つ
ま
り
そ
の
強
制
執
行
手
続
に
つ
い
て
、﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
を
紹
介
し
つ
つ
、
具
体
的
に
論
じ
て
い
く

こ
と
に
し
た
い）
₂₂
（

。

（
1
）　http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/sihouseido/report/ikensyo/pdf-dex.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
、
二
〇
一
三
年
三
月
三
一
日
）．
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
八
号
一
八
五
頁
（
二

〇
〇
一
年
）、
月
刊
司
法
改
革
二
二
号
四
四
頁
（
二
〇
〇
一
年
）
等
に
も
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　

こ
の
概
観
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
川
嶋
四
郎
﹁
民
事
司
法
制
度
改
革
の
行
方
︱
︱
近
時
に
お
け
る
民
事
司
法
改
革
の
軌
跡
と
そ
の
課
題
を
中
心
と
し
て
﹂
法
政
研
究
（
九
州

大
学
）
七
一
巻
三
号
三
八
九
頁
、
四
〇
七
頁
（
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
3
）　
﹃
意
見
書
﹄
の
中
の
﹁
Ⅱ　

国
民
の
期
待
に
応
え
る
司
法
制
度
﹂﹁
第
一　

民
事
司
法
制
度
の
改
革
﹂
六
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
本
文
の
記
載
に
引
き
続
き
、﹁
家
事
審
判
・
調
停
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
義
務
な
ど
少
額
定
期
給
付
債
務
の
履
行
確
保
の
た
め
の
制
度
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。﹂
こ
と

も
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
注
（
5
）
も
参
照
。

（
4
）　

そ
の
よ
う
な
﹁
民
事
執
行
制
度
の
強
化
﹂
を
提
言
す
る
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、﹃
意
見
書
﹄
は
、
次
の
よ
う
な
背
景
や
理
由
な
ど
を
挙
げ
て
い
た
。

　
　
　
﹁
金
銭
債
権
に
基
づ
く
強
制
執
行
に
つ
い
て
直
接
強
制
の
み
を
認
め
て
い
る
現
行
法
の
下
で
は
、
債
権
額
が
少
な
い
場
合
に
、
強
制
執
行
に
よ
る
と
、
そ
の
債
権
額
に
不
相

応
な
時
間
と
費
用
を
要
し
、﹃
費
用
倒
れ
﹄
と
な
る
。
ま
た
、
金
銭
債
権
に
つ
い
て
の
勝
訴
判
決
な
ど
を
得
て
も
、
債
務
者
が
ど
の
よ
う
な
財
産
を
有
す
る
か
が
分
か
ら
ず
、

債
務
者
が
故
意
に
所
有
財
産
を
隠
匿
す
る
な
ど
の
た
め
に
強
制
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
不
動
産
執
行
妨
害
の
関
係
で
は
、
平
成
八
年
︹
一
九
九
六
年
︺、

平
成
一
〇
年
︹
一
九
九
八
年
︺
の
民
事
執
行
法
の
改
正
等
に
よ
り
、
濫
用
的
な
短
期
賃
貸
借
に
基
づ
く
不
法
占
有
者
は
、
競
売
手
続
上
、
よ
り
的
確
か
つ
迅
速
に
排
除
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
上
、
平
成
一
一
年
一
一
月
二
四
日
の
最
高
裁
判
所
大
法
廷
判
決
︹
最
大
判
平
成
一
一
年
一
一
月
二
四
日
・
民
集
五
三
巻
八
号
一
八
九
九
頁
︺
が
、
抵

当
権
の
効
力
と
し
て
、
抵
当
不
動
産
の
不
法
占
有
者
に
対
す
る
妨
害
排
除
請
求
権
の
代
位
行
使
を
認
め
る
な
ど
、
抵
当
権
者
及
び
買
受
人
が
と
り
う
る
手
段
は
広
が
っ
て
い
る
。
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六
六
巻
二
号�

七

二
〇
九

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
短
期
賃
貸
借
の
濫
用
と
認
め
ら
れ
る
事
例
や
、
い
わ
ゆ
る
占
有
屋
に
よ
る
執
行
妨
害
の
事
例
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
等
を
踏
ま
え
、権
利
実
現
の
実
効
性
を
確
保
す
る
と
い
う
見
地
か
ら
、債
務
者
の
履
行
促
進
の
た
め
の
方
策
、債
務
者
の
財
産
を
把
握
す
る
た
め
の
方
策
、

占
有
屋
等
に
よ
る
不
動
産
執
行
妨
害
へ
の
対
策
な
ど
民
事
執
行
制
度
を
改
善
す
る
た
め
の
新
た
な
方
策
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
家
事
事
件
に
関
す
る
審
判
・
調
停
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
義
務
（
扶
養
料
等
）
な
ど
少
額
定
期
給
付
債
務
に
つ
い
て
も
、
現
行
法
上
の
方
策
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
履
行

を
確
保
す
る
の
に
十
分
で
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
を
踏
ま
え
、
権
利
実
現
の
実
効
性
確
保
と
い
う
見
地
か
ら
、
家
事
審
判
・
調
停
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
義

務
な
ど
少
額
定
期
給
付
債
務
の
履
行
確
保
の
た
め
の
制
度
を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

さ
ら
に
、
民
事
執
行
事
件
の
適
正
・
迅
速
な
処
理
の
た
め
に
は
、
裁
判
官
及
び
民
事
執
行
に
携
わ
る
裁
判
所
関
係
職
員
の
大
幅
増
員
等
裁
判
所
の
人
的
体
制
を
充
実
・
強
化

す
べ
き
で
あ
る
。﹂（︹　

︺
内
、
筆
者
）

　
　
　

い
ず
れ
も
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
金
銭
執
行
手
続
に
関
す
る
改
革
提
言
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、﹃
意
見
書
﹄
の
作
成
に
関
わ
っ
た
主
要
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
鼎
談
の
中
で
は
、﹁
⋮
⋮
差
止
請
求
な
ど
の
場
合
で
も
、
例
え
ば
、
相
手
方
が
違
法
な
工
作
物
を
設
置
し
た
の
で
、
そ
の
取
壊
し
を
命
ず
る
判
決
を
も
ら
っ
て
、

強
制
的
に
取
り
壊
し
た
け
れ
ど
も
、
繰
り
返
し
同
じ
よ
う
な
違
法
な
工
作
物
を
作
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
応
接
に
暇
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。﹂
と
、
間
接

強
制
制
度
の
強
化
の
た
め
の
一
例
と
し
て
、
非
金
銭
執
行
の
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
佐
藤
幸
治
＝
竹
下
守
夫
＝
井
上
正
仁
﹃
司
法
制
度
改
革
﹄
八
六
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇

二
年
）︹
竹
下
守
夫
発
言
︺。

（
5
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
谷
口
園
恵
＝
筒
井
健
夫
編
﹃
改
正
担
保
・
執
行
法
の
解
説
﹄
五
一
頁
以
下
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
四
年
）︹
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
担
保
不
動
産

収
益
執
行
制
度
の
創
設
（
民
執
一
八
〇
条
二
号
等
）、
売
却
の
た
め
の
保
全
処
分
の
強
化
（
民
執
五
五
条
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
物
件
明
細
書
の
情
報
提
供
方
法
（
民
執

六
二
条
二
項
）、
競
売
不
動
産
の
内
覧
制
度
の
創
設
（
民
執
六
四
条
の
二
）、
買
受
人
と
な
っ
た
債
権
者
に
よ
る
差
引
納
付
に
関
す
る
代
金
の
納
付
時
期
（
民
執
九
〇
条
六
項
）、

差
押
禁
止
動
産
の
拡
張
（
民
執
一
三
一
条
二
号
・
三
号
）、
養
育
費
な
ど
の
履
行
確
保
の
た
め
の
強
制
執
行
の
特
例
の
創
設
（
民
執
一
五
一
条
の
二
・
一
五
二
条
三
項
）、
不
動

産
明
渡
執
行
の
実
効
性
の
向
上
（
民
保
二
五
条
の
二
・
民
執
二
七
条
三
項
）、間
接
強
制
の
適
用
範
囲
の
拡
大
な
ど
（
民
執
一
七
三
条
一
項
等
）、動
産
競
売
許
可
制
度
の
創
設
（
民

執
一
九
〇
条
一
項
三
号
・
二
項
）、
財
産
開
示
制
度
の
創
設
（
民
執
一
九
六
条
～
二
〇
三
条
）
な
ど
が
行
わ
れ
た
。︺
な
ど
を
参
照
。

（
6
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
小
野
瀬
厚
＝
武
智
克
典
編
﹃
一
問
一
答
・
平
成
一
六
年
改
正
民
事
訴
訟
法
・
非
訟
事
件
手
続
法
・
民
事
執
行
法
﹄
九
二
頁
以
下
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇

五
年
）︹
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
、
執
行
官
の
援
助
請
求
制
度
の
改
善
（
民
執
六
条
）、
最
低
売
却
価
額
制
度
の
見
直
し
と
売
却
基
準
価
額
の
制
度
の
創
設
（
民
執
六
〇
条
）、

そ
の
他
の
不
動
産
競
売
手
続
の
改
善
（
民
執
六
三
条
等
）、
少
額
訴
訟
債
権
執
行
制
度
の
創
設
（
民
執
一
六
七
条
の
二
～
一
六
七
条
の
一
四
）、
扶
養
義
務
等
に
係
る
金
銭
債
務

に
つ
い
て
の
間
接
強
制
制
度
の
導
入
（
民
執
一
六
七
条
の
一
五
）、
扶
養
義
務
等
に
係
る
定
期
金
債
権
を
請
求
す
る
場
合
の
特
例
（
民
執
一
六
七
条
の
一
六
）
な
ど
︺
な
ど
を



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

八

ア
メ
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カ
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け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
一
〇

参
照
。
以
上
に
つ
い
て
の
改
正
傾
向
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
青
山
善
充
﹁
民
事
執
行
法
改
正
の
回
顧
と
今
後
の
展
望
﹂
司
法
研
修
所
論
集
二
〇
〇
五

－

一
号

三
七
頁
（
二
〇
〇
五
年
）、
川
嶋
四
郎
﹁
民
事
執
行
に
お
け
る
救
済
実
現
過
程
の
将
来
展
望
︱
︱
民
事
執
行
過
程
の
新
た
な
救
済
展
開
に
期
待
し
て
﹂
同
﹃
民
事
救
済
過
程
の

展
望
的
指
針
﹄
二
九
四
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
︹
初
出
、
二
〇
〇
五
年
︺）
な
ど
を
参
照
。

（
7
）　

た
と
え
ば
、ご
く
最
近
﹁
執
行
法
制
研
究
会
﹂
と
い
う
研
究
会
の
研
究
成
果
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
、三
木
浩
一
編
﹃
金
銭
執
行
の
実
務
と
課
題
﹄
三
五
三
頁
以
下
（
青
林
書
院
、

二
〇
一
三
年
）
で
も
、
書
名
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、﹁
財
産
開
示
制
度
の
改
正
﹂、﹁
第
三
者
照
会
制
度
の
創
設
﹂、﹁
債
務
者
目
録
制
度
の
創
設
﹂、﹁
判
決
債
権
の
強
化
﹂

お
よ
び
﹁
動
産
執
行
の
強
化
﹂
と
い
う
、
金
銭
執
行
の
改
革
改
善
の
た
め
の
立
法
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

さ
ら
に
、
遠
藤
功
＝
野
村
秀
敏
＝
大
内
義
三
編
﹃
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
民
事
執
行
・
保
全
法
﹄
二
一
三
頁
（
二
〇
〇
七
年
）︹
川
嶋
四
郎
執
筆
︺
も
参
照
。

　
　
　

な
お
、
念
の
た
め
に
付
言
す
れ
ば
、
本
文
で
指
摘
し
た
﹁
民
事
執
行
に
お
け
る
金
銭
的
救
済
中
心
主
義
﹂
は
、
民
事
執
行
法
に
お
け
る
金
銭
執
行
に
関
す
る
規
律
の
問
題
性

を
指
摘
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
表
現
を
通
じ
て
、
金
銭
執
行
規
定
と
比
較
し
て
、
非
金
銭
執
行
に
関
す
る
規
定
の
一
般
的
な
不
足
や
不
十
分
さ
を
示
し
た
も
の
に

す
ぎ
な
い
。

　
　
　

ま
た
、﹁
今
な
ぜ
差
止
的
救
済
な
の
か
﹂
の
問
い
に
対
し
て
は
、
現
在
の
日
本
の
民
事
訴
訟
法
学
お
よ
び
実
務
に
お
い
て
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
実
践
と

比
較
し
た
場
合
に
、
貧
困
さ
を
否
め
な
い
か
ら
で
あ
る
と
、
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
で
も
差
止
的
救
済
な
の
で
あ
り
、
今
だ
か
ら
こ
そ
差
止
的
救
済
な
の
で
あ
る
。

　
　
　

な
お
、
日
本
に
お
け
る
民
事
訴
訟
法
の
テ
キ
ス
ト
類
を
み
て
も
、
日
本
民
事
訴
訟
法
が
、
実
体
法
領
域
横
断
的
な
一
般
法
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
さ
て
お
い

て
も
、
差
止
的
救
済
に
関
す
る
記
述
の
相
対
的
な
少
な
さ
に
も
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
四
郎
﹃
民
事
訴
訟
法
﹄
二
一
〇
頁
等
を
参
照
。
さ
ら
に
、
後

注
（
16
ａ
）
も
参
照
。

（
9
）　

た
と
え
ば
、
川
嶋
四
郎
﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。
さ
ら
に
、
遠
藤
ほ
か
編
・
前
掲
書
注
（
8
）
二
一
四
頁
︹
川

嶋
執
筆
︺
も
参
照
。

　
　
　

な
お
、
こ
の
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
金
銭
的
救
済
の
も
つ
価
値
を
貶
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
近
代
法
に
お
け
る
金
銭
的
救
済
が
果
し
て
来
た
役

割
と
そ
の
将
来
的
な
可
能
性
を
評
価
し
つ
つ
も
、
現
代
社
会
に
お
け
る
司
法
の
役
割
と
し
て
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
を
具
体
化
す
る
現
実
的
救
済
の
意

義
と
価
値
の
認
識
や
そ
の
具
体
的
な
実
現
を
希
求
し
た
立
論
で
あ
る
。

（
10
）　

川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
一
一
頁
以
下
。

（
11
）　

川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
一
三
〇
頁
、
一
五
二
頁
、
二
六
五
頁
、
二
六
七
頁
、
二
七
八
頁
、
三
四
三
頁
な
ど
。

（
12
）　

川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
四
二
頁
以
下
。
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）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

九

二
一
一

（
13
）　

こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
奥
田
昌
道
編
﹃
新
版
注
釈
民
法
（
10
）
Ⅱ
︹
債
権
⑴
：
債
権
の
目
的
・
効
力
⑵
︺﹄
五
三
四
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）︹
奥

田
昌
道
＝
坂
田
宏
執
筆
︺
な
ど
を
参
照
。

（
14
）　

我
妻
栄
ほ
か
﹁
松
本
財
団
﹃
強
制
執
行
法
改
正
要
綱
案
﹄
研
究
会
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
一
七
号
二
頁
、
一
二
〇
頁
（
一
九
七
二
年
）︹
奥
田
昌
道
発
言
︺
な
ど
を
参
照
。

（
15
）　

さ
ら
に
、
た
と
え
ば
、
宇
佐
見
隆
男
ほ
か
﹃
民
事
執
行
セ
ミ
ナ
ー
﹄
三
四
七
︱
三
四
八
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）︹
三
ケ
月
章
発
言
︺︹
こ
こ
で
は
、
民
法
﹁
四
一
四
条

は
確
か
に
字
句
の
上
か
ら
は
作
為
・
不
作
為
請
求
の
す
べ
て
を
含
む
の
だ
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
新
し
い
タ
イ
プ
の
作
為
・
不
作
為
請
求
が
全
部
旧
態
依
然
た
る
四
一

四
条
の
射
程
の
中
に
納
ま
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
や
は
り
問
題
だ
と
思
う
﹂
と
の
一
般
的
か
つ
概
括
的
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。︺
も
参
照
。

（
16
）　

な
お
、
川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
二
四
四
頁
、
二
六
一
頁
な
ど
で
は
、
民
法
四
一
四
条
三
項
に
規
定
さ
れ
た
﹁
適
当
処
分
﹂
の
規
定

を
活
用
し
て
、
非
金
銭
執
行
と
り
わ
け
行
為
執
行
中
の
大
規
模
差
止
執
行
の
手
続
的
な
充
実
化
と
実
効
化
を
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
民
事
救
済
過
程
の
展
望

的
指
針
﹄）
注
（
6
）
三
三
六
頁
な
ど
を
参
照
。

　
　
　

近
時
、
間
接
強
制
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
大
濱
し
の
ぶ
﹃
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
﹄（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
﹁
間
接
強
制
決
定
に
関
す
る
覚
書
﹂﹃
民
事

司
法
の
法
理
と
政
策
︹
上
︺（
小
島
武
司
古
稀
祝
賀
）﹄
九
三
五
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
の
優
れ
た
研
究
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
判
例
で
も
、
非
監
護
親

が
監
護
親
に
対
し
て
子
と
面
会
交
流
を
す
る
こ
と
を
許
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
命
じ
る
家
事
審
判
や
家
事
調
停
に
基
づ
く
間
接
強
制
の
許
否
等
が
問
題
と
な
っ
た
、
最
一
小

判
平
成
二
五
年
︹
二
〇
一
三
年
︺
三
月
二
八
日
・
民
集
六
七
巻
三
号
八
六
四
頁
︹
家
事
審
判
関
係
事
件
︺、
最
一
小
判
平
成
二
五
年
︹
二
〇
一
三
年
︺
三
月
二
八
日
・
裁
判
集

民
事
二
四
三
号
二
六
一
頁
︹
家
事
審
判
関
係
事
件
︺、
最
一
小
判
平
成
二
五
年
︹
二
〇
一
三
年
︺
三
月
二
八
日
・
裁
判
集
民
事
二
四
三
号
二
七
一
頁
︹
家
事
調
停
関
係
事
件
︺

で
は
、
家
事
事
件
手
続
の
文
脈
で
、
改
め
て
間
接
強
制
の
意
義
が
問
題
と
さ
れ
た
（
川
嶋
四
郎
﹁
判
例
批
評
﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
一
三
号
一
一
六
頁
︹
二
〇
一
四
年
︺、
池
田

愛
﹁
判
例
批
評
﹂
同
志
社
法
学
三
六
九
号
二
八
三
頁
︹
二
〇
一
四
年
︺）。
さ
ら
に
、
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
関
し
て
、
国
に
対
し
て
開
門
調
査
を
命
じ
る
確
定
判
決
に
基
づ
く
を

間
接
強
制
と
開
門
禁
止
の
仮
処
分
に
基
づ
く
間
接
強
制
の
抵
触
問
題
が
顕
在
化
し
た
が
（
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
岩
橋
健
定
﹁
諫
早
湾
干
拓
事
業
を
め
ぐ
る
混
迷
と
民
事
訴

訟
制
度
（
一
）（
二
・
完
）﹂
法
学
教
室
四
〇
四
号
四
四
頁
、
四
〇
五
号
六
一
頁
︹
二
〇
一
四
年
︺
な
ど
を
参
照
）、
こ
こ
で
も
、
間
接
強
制
と
そ
の
手
続
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
16
ａ
）　

日
本
と
ア
メ
リ
カ
で
は
、
差
止
的
救
済
の
強
制
実
現
過
程
に
関
す
る
議
論
の
活
性
化
の
度
合
い
が
大
き
く
異
な
る
が
（
日
本
の
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
比
較
し
て
極
端

に
論
考
が
少
な
い
が
）、
そ
の
理
由
は
、
彼
此
の
法
体
系
や
裁
判
所
の
基
本
ス
タ
ン
ス
の
違
い
な
ど
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
日
本
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ

る
大
規
模
差
止
訴
訟
事
件
に
お
け
る
請
求
認
容
判
決
の
少
な
さ
も
そ
の
一
因
を
な
し
て
い
る
（
い
た
）
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
現
実
の
強
制
執
行
に
直
面
し
た
さ
い
の
手

続
的
な
諸
課
題
の
考
慮
や
手
続
上
の
工
夫
の
考
案
な
ど
の
機
会
の
必
要
性
を
生
じ
さ
せ
な
い
か
ら
で
あ
る
。﹁
抽
象
的
差
止
判
決
﹂（
川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
民
事
訴
訟
法
﹄）
注



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

一
〇

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
一
二

（
8
）
二
一
〇
頁
、
同
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
三
六
頁
、
二
五
一
頁
。
二
七
三
頁
等
）
な
ど
の
よ
う
な
被
告
に
具
体
的
救
済
方
法
の
創
造

的
な
考
案
を
認
め
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
差
止
執
行
過
程
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
の
活
性
化
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

と
こ
ろ
が
、
本
稿
脱
稿
後
、
約
二
か
月
を
経
過
し
た
本
年
五
月
二
一
日
、
二
つ
の
差
止
判
決
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
飯
原
子
力
発
電
所
差
止
訴
訟
事
件
の
第
一
審
判

決
（
福
井
地
判
平
成
二
六
年
︹
二
〇
一
四
年
︺
五
月
二
一
日
・
最
高
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︹http://w

w
w

.courts.go.jp/search/jhsp0030?hanreiid=84237&
hanreiK

bn=04
︺）
と
厚
木
基
地
飛
行
差
止
等
訴
訟
事
件
の
第
一
審
判
決
（
横
浜
地
判
平
成
二
六
年
︹
二
〇
一
四
年
︺
五
月
二
一
日
・
最
高
裁
判
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︹http://w

w
w

.

courts.go.jp/search/jhsp0030?hanreiid=84216&
hanreiK

bn=04,http://w
w

w
.courts.go.jp/search/jhsp0030?hanreiid=84214&

hanreiK
bn=04

︺）
で
あ
る
。

　
　
　

福
井
地
判
平
成
二
六
年
五
月
二
一
日
判
決
は
、
特
に
、
本
稿
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
﹁
人
格
的
利
益
を
起
点
と
し
た
現
実
的
救
済
を
実
現
す
る
こ
と
の
司
法
的
意
義
﹂
を
考

え
る
さ
い
に
も
、
注
目
す
べ
き
指
摘
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
平
成
二
三
年
︹
二
〇
一
一
年
︺
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の
福
島
原
子
力
発
電
所
事

故
を
経
験
し
た
現
在
の
視
点
（
こ
れ
は
、
伊
方
原
発
最
高
裁
判
決
・
最
一
小
判
平
成
四
年
︹
一
九
九
二
年
︺
一
〇
月
二
九
日
・
民
集
四
六
巻
七
号
一
一
七
四
頁
の
い
う
﹁
現
在

の
科
学
技
術
水
準
に
照
ら
し
﹂
た
具
体
的
審
査
基
準
の
不
合
理
性
や
判
断
の
不
合
理
性
の
有
無
を
問
う
判
示
と
も
符
合
す
る
こ
と
）
か
ら
み
て
も
、
時
宜
を
得
た
判
断
と
評
価

で
き
る
。

　
　
　

判
決
は
、
ま
ず
そ
の
冒
頭
で
、﹁
ひ
と
た
び
深
刻
な
事
故
が
起
こ
れ
ば
多
く
の
人
の
生
命
、
身
体
や
そ
の
生
活
基
盤
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
事
業
に
関
わ
る
組
織
に
は
、

そ
の
被
害
の
大
き
さ
、
程
度
に
応
じ
た
安
全
性
と
高
度
の
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
然
の
社
会
的
要
請
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
存
を
基
礎

と
す
る
人
格
権
が
公
法
、
私
法
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
法
分
野
に
お
い
て
、
最
高
の
価
値
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
も
よ
っ
て
立
つ
べ
き
解
釈
上
の

指
針
で
あ
る
。

　
　
　

個
人
の
生
命
、
身
体
、
精
神
及
び
生
活
に
関
す
る
利
益
は
、
各
人
の
人
格
に
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
総
体
が
人
格
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
人
格
権
は

憲
法
上
の
権
利
で
あ
り
（
一
三
条
、
二
五
条
）、
ま
た
人
の
生
命
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
我
が
国
の
法
制
下
に
お
い
て
は
こ
れ
を
超
え
る
価
値
を
他
に
見
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
格
権
と
り
わ
け
生
命
を
守
り
生
活
を
維
持
す
る
と
い
う
人
格
権
の
根
幹
部
分
に
対
す
る
具
体
的
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、

そ
の
侵
害
の
理
由
、
根
拠
、
侵
害
者
の
過
失
の
有
無
や
差
止
め
に
よ
っ
て
受
け
る
不
利
益
の
大
き
さ
を
問
う
こ
と
な
く
、
人
格
権
そ
の
も
の
に
基
づ
い
て
侵
害
行
為
の
差
止
め

を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
人
格
権
は
各
個
人
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
侵
害
形
態
が
多
数
人
の
人
格
権
を
同
時
に
侵
害
す
る
性
質
を
有
す
る
と
き
、
そ
の
差
止

め
の
要
請
が
強
く
働
く
の
は
理
の
当
然
で
あ
る
。﹂
と
、
そ
の
基
本
ス
タ
ン
ス
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

　
　
　

そ
し
て
、
差
止
め
を
肯
定
す
る
判
旨
の
終
わ
り
の
部
分
で
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

　
　

 　
﹁
被
告
は
本
件
原
発
の
稼
動
が
電
力
供
給
の
安
定
性
、
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が
る
、
と
主
張
す
る
が
⋮
⋮
、
当
裁
判
所
は
、
極
め
て
多
数
の
人
の
生
存
そ
の
も
の
に
関
わ
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ア
メ
リ
カ
に
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け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

一
一

二
一
三

る
権
利
と
電
気
代
の
高
い
低
い
の
問
題
等
と
を
並
べ
て
論
じ
る
よ
う
な
議
論
に
加
わ
っ
た
り
、
そ
の
議
論
の
当
否
を
判
断
す
る
こ
と
自
体
、
法
的
に
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
我
が
国
に
お
け
る
原
子
力
発
電
へ
の
依
存
率
等
に
照
ら
す
と
、
本
件
原
発
の
稼
動
停
止
に
よ
っ
て
電
力
供
給
が
停
止
し
、
こ
れ
に
伴
な
っ
て
人
の
生
命
、

身
体
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
因
果
の
流
れ
は
こ
れ
を
考
慮
す
る
必
要
の
な
い
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
　

 　

被
告
の
主
張
に
お
い
て
も
、
本
件
原
発
の
稼
動
停
止
に
よ
る
不
都
合
は
電
力
供
給
の
安
定
性
、
コ
ス
ト
の
問
題
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
ス
ト
の
問
題
に
関
連
し
て
国

富
の
流
出
や
喪
失
の
議
論
が
あ
る
が
、
た
と
え
本
件
原
発
の
運
転
停
止
に
よ
っ
て
多
額
の
貿
易
赤
字
が
出
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
国
富
の
流
出
や
喪
失
と
い
う
べ
き
で
は
な
く
、

豊
か
な
国
土
と
そ
こ
に
国
民
が
根
を
下
ろ
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
国
富
で
あ
り
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
国
富
の
喪
失
で
あ
る
と
当
裁
判
所
は

考
え
て
い
る
。﹂

（
17
）　

本
稿
で
は
、
大
規
模
な
差
止
的
救
済
の
執
行
方
法
と
し
て
、
こ
の
二
種
類
の
執
行
方
法
が
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
（
川
嶋
・
前
掲
書
︹﹃
差

止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄︺︹
注
9
︺
二
四
九
頁
、
三
一
九
頁
な
ど
を
参
照
）、
学
説
上
は
、
間
接
強
制
し
か
認
め
な
い
見
解
も
有
力
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・

前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
二
四
四
頁
お
よ
び
二
四
九
頁
注
（
14
）
な
ど
も
参
照
。

（
18
）　

宇
佐
見
ほ
か
・
前
掲
書
注
（
15
）
三
五
〇
頁
以
下
︹
三
ケ
月
章
、
新
堂
幸
司
、
竹
下
守
夫
発
言
︺
参
照
。

（
19
）　

た
と
え
ば
、
川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
民
事
救
済
過
程
の
展
望
的
指
針
﹄）
注
（
6
）
二
九
四
頁
、
三
〇
五
頁
な
ど
を
参
照
。

（
20
）　

こ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
川
嶋
四
郎
﹁﹃
公
共
的
差
止
訴
訟
﹄
に
お
け
る
救
済
過
程
の
構
造
と
そ
の
展
開
（
一
）
︱
︱
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
﹃
公
共
的
イ
ン
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
訴
訟
﹄
に
つ
い
て
﹂
商
学
討
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
三
九
巻
四
号
三
三
頁
、
四
〇
頁
（
一
九
八
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
公
的
な
制
度
・
組
織
の
改
革
と
い
う
い
わ
ば
﹁
官
僚
制
度
﹂
の
改
革
に
主
眼
を
置
く
場
合
に
は
、﹁
構
造
改
革
訴
訟
（Structural R

eform
 L

itigation

）﹂
と
呼
ぶ

こ
と
も
で
き
る
。See O

. F
ISS, T

H
E C

IV
IL R

IG
H

T
S I N

JU
N

C
T

IO
N, 1 （Indiana U

niversity P
ress, 1978

）, D
. R

E
N

D
L

E
M

A
N &

 C
. R

O
B

E
R

T
S, R

E
M

E
D

IE
S 8th ed., 451 （W

est 

P
ublishing C

o. 2011

）.

（
21
）　

川
嶋
四
郎
﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
実
現
過
程
の
基
礎
に
つ
い
て
︱
︱
﹃
裁
判
管
轄
権
の
保
持
（R

etention of Jurisdiction

）﹄
の
手
続
・
序
説
﹂
同
志
社

法
学
三
五
一
号
三
五
七
頁
（
二
〇
一
一
年
）。

（
22
）　

か
つ
て
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
救
済
実
現
過
程
の
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
潔
な
概
観
を
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
四
郎
﹁﹃
公
共
的
差
止
訴
訟
﹄
の
基
本
的
手
続
構
造
︱
︱
﹃
公
共
的
差
止
訴
訟
﹄
の
研
究
・
序
説
﹂
一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
）
九
八
巻
三

号
四
四
一
頁
（
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。

　
　
　

以
下
で
は
、
基
本
的
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
法
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
が
、
必
要
に
応
じ
て
州
法
の
判
例
等
に
も
言
及
し
た
い
。



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

一
二

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
一
四

二　
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
強
制
的
実
現
の
た
め
の
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂

１　
「
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
意
義
と
必
要
性

（
１
）　
「
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
意
義

　

ア
メ
リ
カ
の
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
い
て
は
、
多
様
な
具
体
的
救
済
方
法
の
中
か
ら
事
案
即
応
的
な
も
の
と
し
て
選
択
さ
れ
た
具
体
的

救
済
方
法
を
内
容
と
す
る
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
を
強
制
的
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
裁
判
所
は
、
単
に
裁
判
管
轄
権
を
保

持
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
具
体
的
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
判
決
の
実
体
的
内
容
な
ど
を
修
正
す
る）
₂₃
（

だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
以
上
の
多
様
で

か
つ
積
極
的
な
役
割
を
遂
行
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
と
え
ば
、
裁
判
所
は
、
個
別
事
件
の
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
て
、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
で
生
じ
る
紛
争
を
解
決
し
た
り
、
債
務
者）
₂₄
（

に

よ
る
判
決
義
務
（
判
決
債
務
）
の
履
行
の
度
合
い
を
監
視
し
た
り
、
債
務
者
の
行
為
を
監
督
し
た
り
、
さ
ら
に
は
、
債
務
者
で
あ
る
公
的
な

制
度
・
組
織
を
債
務
者
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
運
営
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
な
救
済
方
法
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
必
要
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
直
面
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
は
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
な
様
々
な
手
続
運
営
上
の
執
行
手
段
を
用
い
て
、
実
際
に
、

強
制
執
行
の
実
効
化
を
促
進
し
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
と
取
り
組
む
裁
判
所
が
、
判
決
手
続
、
す
な
わ
ち
具
体

的
救
済
方
法
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、﹁
多
様
な
救
済
形
成
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と
い
う
個
別
事
件
の
具
体
的
な
状
況
に
即
応
し
た
﹁
選
択
的
ア

プ
ロ
ー
チ
﹂
を
採
用
し
て
、
事
案
適
合
的
な
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
を
形
成
し
て
き
た
よ
う
に）
₂₅
（

、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お

い
て
も
、
状
況
適
合
的
か
つ
実
効
的
な
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
を
用
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、﹁
裁
判
管
轄
権
の
保
持
（R

etention of Jurisdiction

）﹂
と
い
う
裁
判
所
の
エ
ク
イ
テ
ィ
権
限
に
基
づ
い
た
創
意
工
夫
は
、
救



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

一
三

二
一
五

済
方
法
の
実
現
過
程
に
対
す
る
裁
判
所
の
継
続
的
な
関
与
を
可
能
と
す
る
た
め
の
法
的
基
礎
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
、
こ

こ
で
い
う
選
択
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
を
な
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る）
₂₆
（

。

（
２
）　
「
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
必
要
性
と
そ
の
背
景

　

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
選
択
的
な
﹁
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
伝
統
的
な
訴
訟
事
件
と
比
較
し
た
場

合
に
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
と
っ
て
顕
著
な
特
質
で
あ
っ
た
﹁
救
済
方
法
の
特
殊
性
﹂、
す
な
わ
ち
﹁
救
済
方
法
の
多
様
性
（
こ
の
種
の
差

止
的
救
済
に
お
い
て
は
、権
利
・
利
益
の
侵
害
を
起
点
と
し
て
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
保
護
手
段
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
特
質
）﹂）
₂₇
（

や
﹁
救

済
方
法
の
可
変
性
（
こ
の
種
の
差
止
的
救
済
に
お
い
て
は
、
当
事
者
間
の
将
来
に
わ
た
る
継
続
的
関
係
を
再
形
成
す
る
救
済
方
法
で
あ
り
、

時
の
経
過
と
事
情
の
変
更
に
と
も
な
う
調
整
を
不
可
避
的
に
要
請
す
る
と
い
う
特
質
）﹂）
₂₈
（

と
い
う
特
殊
性
の
問
題
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
関
係
が

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
救
済
方
法
の
形
成
過
程
で
種
々
の
選
択
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
、
多
様
な
救
済

方
法
の
中
か
ら
一
つ
が
選
択
さ
れ
た
の
ち
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
判
決
の
実
現
過
程
で
は
、
た
だ
、
そ
の
選
択
さ
れ
た
具
体
的
救
済
方
法
の

実
現
方
法
（
つ
ま
り
、
日
本
法
的
に
み
れ
ば
﹁
執
行
方
法
﹂）
だ
け
が
問
題
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
と
も
、
い
え
そ
う
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
ま
さ
に
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
で
は
、
そ
の
具
体
的
救
済
方
法
が
多
様
性
を
帯
び
て
い
る
ゆ
え
に
、
そ
れ
に
対
応
し
て
そ
の
個
々
の

具
体
的
救
済
方
法
を
実
現
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
選
択
さ
れ
た
個
別
の
具
体
的
救
済
方
法
に
即
応
し
て
多
様
で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
制
度
・
組
織
と
い
っ
た
現
場
の
状
況
も
多
様
で
か
つ
流
動
的
で
あ
り
、
そ
れ
に
即
応
で
き
る
具

体
的
救
済
方
法
が
可
変
的
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
語
の
本
来
の
意
味
に
お
け
る
よ
う
に
融
通
無
碍
に
な
る

こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
救
済
方
法
の
背
景
に
あ
る
特
殊
性
か

ら
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
個
別
事
件
の
具
体
的
な
文
脈
に
即
応
し
た
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
が
、
不
可
避
的
に
誘
発
さ
れ
る
こ



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

一
四

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
一
六

と
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、﹁
救
済
方
法
の
多
様
性
﹂
が
存
在
す
る
事
件
で
は
、現
実
に
ど
の
よ
う
な
具
体
的
救
済
方
法
が
形
成
さ
れ
る
か
は
、

権
利
・
利
益
の
侵
害
の
判
断
結
果
か
ら
、
一
義
的
か
つ
論
理
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た）
₂₉
（

。
し
た
が
っ
て
、
予
め
、
多
様

な
具
体
的
救
済
方
法
の
い
ず
れ
が
選
択
さ
れ
て
も
、
そ
の
実
現
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
種
々
の
具
体
的
な
救
済
実
現
方
法
、
す
な

わ
ち
選
択
可
能
な
﹁
多
様
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
執
行
過
程
は
一
朝
一
夕
で
そ
の
結
果
が
実
現
可
能
と
な
る
も
の
で
は
な
く
比
較
的
長
い
時
間
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
継
続
的
な
監
視
・
監
督
が
要
請
さ
れ
、
事
情
の
変
更
に
対
し
て
的
確
な
対
応
を
行
う
こ
と
も
ま
た
要
請
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
﹁
救
済
方
法
の
可
変
性
﹂
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
た
多
様
な
﹁
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂

が
強
く
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

も
と
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
所
、
と
り
わ
け
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
実
現
す
る
裁
判
所
（
衡
平
法
裁
判
所
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

裁
判
所
）
は
、
債
務
者
に
よ
る
判
決
の
遵
守
を
確
保
す
べ
き
手
段
を
と
る
さ
い
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
強
力
な
裁
量
権
を
有
し
て
い
る）
₃₀
（

と
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
、
様
々
な
救
済
実
現
の
た
め
の
選
択
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
手
続
的
な
救
済
手
段
）

を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

２　
「
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
基
本
類
型

　
　
　

―
―
「
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
「
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」

（
１
）　
「
公
共
訴
訟
事
件
」
の
救
済
実
現
過
程
に
お
け
る
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
類
型

　

伝
統
的
に
み
れ
ば
、
通
常
の
訴
訟
事
件
に
お
け
る
救
済
方
法
の
実
現
過
程
は
、
当
事
者
主
導
型
の
手
続
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
裁



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
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判
官
は
、﹁
ア
ド
バ
ー
サ
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
（A

dversary System
. 

対
立
当
事
者
主
義
）﹂
の
も
と
で
の
関
与
形
態
と
し
て
、
受
動
的
な
役

割
を
演
じ
る
に
す
ぎ
ず
、
当
事
者
の
申
立
て
が
な
い
場
合
に
は
、
判
決
の
実
現
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
（
↓
後
述
３
を
参
照
）。
そ

の
手
続
過
程
は
、﹁
当
事
者
主
義
的
な
救
済
実
現
過
程
（
当
事
者
主
導
型
の
救
済
実
現
過
程
）﹂
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
多
く
の
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
救
済
方
法
の
実
現
は
、
裁
判
所
主
導
型
の
手
続
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ

こ
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、
固
有
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
し
て
、
判
決
の
実
現
に
関
与
す
る
の
で
あ
る
（﹁
職
権
主
義
的
な
救
済
実
現

過
程
﹂）。
こ
の
よ
う
な
裁
判
官
主
導
型
の
手
続
を
と
る
裁
判
所
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
救
済
方
法
の
強
制
的
な
実
現
に
と
っ
て
必
要
な
職

務
を
、裁
判
所
の
任
命
し
た
補
助
官
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
目
的
を
実
現
し
て
き
た
（
↓
後
述
４
を
参
照
）。
こ
の
手
続
過
程
は
、

﹁
職
権
主
義
的
な
救
済
実
現
過
程
（
裁
判
所
主
導
型
の
救
済
実
現
過
程
）﹂
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
救
済
実
現
過
程
で
は
、
一
般
的
に
言
え
ば
、
ま
ず
基
本
的
に
、
選
択
さ
れ
る
べ
き
救
済
実
現
ア
プ
ロ

ー
チ
は
、
債
務
者
に
対
し
て
で
き
る
だ
け
干
渉
的
で
な
い
方
法
に
依
拠
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
反
面）
₃₁
（

、
時
と
し
て
、
公
的
な
制
度
・
組
織

の
運
営
を
暫
定
的
で
は
あ
る
も
の
の
債
務
者
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
行
う
﹁
レ
シ
ー
バ
ー
シ
ッ
プ
﹂（R

eceivership. 

そ
れ
を
行
う
の
が
﹁
レ

シ
ー
バ
ー
︹R

eceiver

︺﹂
で
あ
る
。）
と
い
う
、
最
も
干
渉
的
な
方
法
さ
え
是
認
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る）
₃₂
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
の
あ
り
方
は
、
一
応
概
ね
こ
の
よ
う
に
﹁
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ

ロ
ー
チ
﹂
と
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
実
際
に
は
、
一
つ
の
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
実
現
過
程
で
、
両
者
が
混
然
一
体
と
し
て
現
わ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
こ
の
両
者
の
分
類
は
、
多
分
に
理
念
型
に
基
づ
い
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る）
₃₃
（

。
一
つ
の
事
件
に
は
、
概
ね

一
つ
の
執
行
方
法
が
宛
が
わ
れ
て
い
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
日
本
法
の
規
律
（
例
外
、
民
執
一
七
三
条
一
項
前
段
︹
間
接
強
制
の
方
法
に
よ

る
執
行
手
段
の
増
加
︺、
一
六
七
条
の
一
五
︹
扶
養
義
務
等
に
係
る
金
銭
債
権
に
つ
い
て
の
間
接
強
制
︺
な
ど
を
参
照
）
と
は
、
基
本
的
に

異
な
る
の
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
現
実
に
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
救
済
実
現
過
程
で
用
い
ら
れ
て
い
る
多
様
な
具
体
的
救
済
方
法
を
整
序
し
て
理
解
す
る

に
は
、
こ
の
よ
う
な
範
型
ご
と
の
分
類
と
概
観
も
、
救
済
実
現
過
程
の
理
解
の
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
、﹁
当
事
者
主
導

型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と
に
分
け
て
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

（
２
）　
「
公
共
訴
訟
事
件
」
の
事
件
類
型
や
事
件
状
況
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
異

　
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
救
済
実
現
過
程
で
は
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
着
目
し
た
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
に
大
き
く
二
類
型
に
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
事
件
類
型
の
特
殊
性
に
従
っ
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
用
い
方
も
異
な
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
官
が
具
体
的
救
済
方
法
を
実
現
し
て

い
く
過
程
で
用
い
る
選
択
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
個
々
の
事
件
の
特
殊
性
に
応
じ
て
、
異
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
特
定
の
事
件
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
選
択
的
な
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
か
は
、
も
と
よ
り
、
基
本
的
に
は
そ
の
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
の
で
、
裁
判
官
は
、
事
件
類
型
や
事
件
状
況
ご
と
に
、
柔
軟
な
対
応
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
じ
め
に
、
こ
の
種
の
事
件
に
お
け
る
多
様
な
強
制
執
行
の
イ
メ
ー
ジ
を
把
握
す
る
た
め
に
、
若
干
の
具
体
的
事
件
類
型
に
お
け
る

強
制
執
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て
一
瞥
し
た
い
。

　

た
と
え
ば
、
州
に
お
け
る
議
員
定
数
の
再
分
配
を
求
め
る
訴
訟
事
件
の
よ
う
に
、
通
常
、
特
定
の
行
為
を
内
容
と
す
る
救
済
方
法
、
す
な

わ
ち
、
選
挙
区
の
再
編
成
を
命
じ
る
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
が
言
い
渡
さ
れ
た
事
件
で
は
、
救
済
実
現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
選
択
も
、
比
較
的
単
純
化
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
そ
の
行
為
に
つ
い
て
、﹁
連
邦
主
義

（F
ederalism

）﹂）
₃₄
（

を
考
慮
し
て
、
州
の
立
法
府
に
是
正
を
促
し
、
次
に
、
判
決
の
遵
守
が
直
ち
に
は
期
待
で
き
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
、
よ

り
干
渉
的
な
選
択
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
に
な
る）
₃₅
（

と
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
に
よ
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
い
わ
ば
最
後
の
手
段

と
し
て
補
充
的
に
用
い
ら
れ
る
執
行
方
法
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
精
神
病
院
の
改
善
を
求
め
る
訴
訟
事
件
の
よ
う
に
、
通
常
、
相
当
多
数
の
個
別
的
な
行
為
命
令
を
内
容
と
す
る
救
済
方

法
、
す
な
わ
ち
、
公
的
な
制
度
、
組
織
の
改
善
の
た
め
に
様
々
な
行
為
を
命
じ
る
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂）
₃₆
（

が
言
い
渡
さ
れ
た
事

件
で
は
、
救
済
実
現
過
程
自
体
も
比
較
的
複
雑
化
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
選
択
に
さ
い
し
て
も
、
当
初
か
ら
、
裁
判
所
は
、

か
な
り
積
極
的
な
役
割
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
が
早
い
段
階
か
ら
干
渉
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る

こ
と
が
要
請
さ
れ
る
事
件
類
型
も
存
在
す
る
の
で
あ
る）
₃₇
（

。

　

ま
た
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
け
る
﹁
債
務
者
の
態
度
﹂
も
、
裁
判
所
の
と
る
べ
き
ア
プ
ロ
ー
チ
の
選
択
に
影

響
を
与
え
る
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
、
自
発
的
に
具
体
的
救
済
方
法
を
実
現
す
る
態
度
を
と
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
一
般
に
後
見
的

な
立
場
か
ら
継
続
的
な
関
与
を
行
え
ば
、
そ
れ
で
足
り
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
債
務
者
が
、
非
協
力
的
か
つ
反
抗
的
な
態
度
に
終
始
し

て
い
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
当
初
か
ら
、
債
務
者
の
不
履
行
を
予
期
し
、
よ
り
強
力
な
選
択
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
駆
使
し
て
、
そ
の
機
先

を
制
し
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る）
₃₈
（

。
こ
れ
は
、
事
件
の
具
体
的
状
況
に
即
応
し
た
﹁
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
の
採
用
の
必

要
性
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
で
、
裁
判
所
が
、
ど
の
よ
う
な
選
択
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
﹂
の
内
容
を
な
す
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
、
３
で
は
、
当
事
者
主

導
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
属
す
る
手
続
を
概
観
し
、
次
に
、
４
で
、
裁
判
所
主
導
型
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
救
済
方
法
の
実
現
手
続
、
と
り
わ

け
、
裁
判
所
が
種
々
の
補
助
者
を
利
用
し
て
救
済
方
法
の
実
現
を
行
う
各
種
手
続
に
つ
い
て
、
概
観
し
つ
つ
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

そ
し
て
、
５
で
は
、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
け
る
債
務
者
の
抵
抗
に
対
し
て
、
裁
判
所
が
と
る
こ
と
が
で
き
る
手
段
に
つ
い
て
概
説
す

る
こ
と
に
し
た
い
。
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３　
「
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
救
済
実
現
手
続

　

裁
判
所
が
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
を
当
事
者
に
委
ね
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
通
例
、
受
動
的
な
役
割
を
演
じ
る
に
す
ぎ
ず
、
当

事
者
の
申
立
て
が
な
い
場
合
に
は
、
判
決
の
実
現
に
関
与
す
る
こ
と
は
な
い
。
元
来
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
を
求
め
る
公
共

訴
訟
の
提
起
が
、
債
務
者
で
あ
る
公
的
な
制
度
・
組
織
の
改
善
を
目
的
と
し
将
来
に
向
け
た
自
主
的
か
つ
継
続
的
な
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
般
に
債
務
者
の
協
力
に
よ
る
実
現
が
不
可
欠
で
あ
る
の
で
、
裁
判
所
は
、
ま
ず
で
き
る
だ
け
そ
の
制
度
、
組
織
へ
の
干
渉

を
控
え
、
債
務
者
に
よ
る
自
発
的
か
つ
自
主
的
な
判
決
の
履
行
を
促
す
の
で
あ
る
（﹁
当
事
者
主
義
的
な
救
済
実
現
過
程
﹂
の
構
築
）。
す
な

わ
ち
、﹁
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
と
も
い
う
べ
き
救
済
実
現
手
続
の
採
用
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
裁
判
官
の
受
動
的
な
態
度
は
、
と
り
わ
け
、
具
体
的
救
済
方
法
の
内
容
か
ら
み
て
、
そ
れ
が
徐
々
に
実
現
さ
れ

て
い
く
も
の
で
あ
る
場
合
や
、
救
済
方
法
の
実
現
が
長
期
化
す
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
債
権
者
に
と
っ
て
、
か
な
り
の
負
担
と
な
る
こ
と
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
を
監
視
す
る
た
め
に
、
債
権
者
は
、
相
当
の
資
力
や
様
々
な
手
段
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
、﹁
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
を
採
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
債
権
者
の
た
め
に
、
特
定
の
活
動
を
行
う
こ

と
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
精
神
病
院
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
求
め
ら
れ
たD

avis v. W
atkins

事
件）
₃₉
（

で
は
、
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
も
と
も
と
同
裁
判
所

が
選
任
し
た
弁
護
士
が
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
に
至
る
ま
で
の
全
手
続
過
程
で
債
権
者
の
代
理
人
と
し
て
執
行
関
与
を
行
う
こ
と
が
不

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
、
改
め
て
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
﹁
リ
ー
ガ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
グ
ル
ー
プ
（L

egal Service G
roup

）﹂、
す
な
わ
ち
具

体
的
に
は
、A

dvocates for B
asic L

egal E
quality

（
基
本
的
な
法
的
平
等
を
擁
護
す
る
会
）
と
い
う
名
称
の
グ
ル
ー
プ
に
、
債
権
者
の

代
理
を
行
う
こ
と
を
要
請
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
裁
判
所
は
、
時
折
、﹁
ア
ミ
カ
ス
・
キ
ュ
リ
ィ
（A

m
icus C

uriae
）﹂）
₄₀
（

と
し
て
、
連
邦
政
府
の
執
行
関
与
を
求
め
る
こ
と
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も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
同
様
に
精
神
病
院
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
求
め
る
訴
訟
で
あ
るW

yatt v. Stickney

事
件）
₄₁
（

に
お
い
て
、
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、

債
務
者
が
、
制
度
の
改
善
に
関
す
る
実
現
可
能
な
具
体
的
救
済
方
法
の
プ
ラ
ン
を
形
成
し
か
つ
そ
れ
を
実
現
す
る
に
さ
い
し
て
、
債
務
者
を

補
助
す
る
た
め
に
、
連
邦
司
法
省
（U

.S. D
epartm

ent of Justice

）
が
ア
ミ
カ
ス
・
キ
ュ
リ
ィ
と
し
て
訴
訟
・
執
行
事
件
に
関
与
す
る

こ
と
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

　

通
常
、
こ
の
種
の
当
事
者
主
導
型
の
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
判
決
に
関
す
る
履
行
の
度
合
い
に
関
す
る
﹁
遵
守

レ
ポ
ー
ト
（C

om
pliance R

eport

）﹂
の
提
出
を
、
債
務
者
に
義
務
付
け
る）
₄₂
（

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
ほ
ん
の
わ
ず

か
し
か
債
権
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
債
務
者
が
、
自
ら
判
決
を
十
分
に
履
行
で

き
て
い
な
い
こ
と
を
率
直
か
つ
正
直
に
レ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
は
、
現
実
に
は
必
ず
し
も
望
め
な
い
の
で
、
債
権
者
が
債
務
者
を
監
視
す
べ
き

職
務
は
、
依
然
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る）
₄₃
（

。

　

そ
の
よ
う
な
遵
守
レ
ポ
ー
ト
は
、
用
い
ら
れ
る
べ
き
書
式
お
よ
び
報
告
さ
れ
る
べ
き
事
項
が
正
確
に
特
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
か
な

り
有
益
な
も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
自
体
は
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
な
諸
要
件
を
定
め
る
た
め
の
専
門
的

な
知
識
を
有
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
制
度
・
組
織
の
改
善
度
合
い
は
、
量
的
な
問
題
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
質
的
な
程
度
問
題
で
あ
る
の
で
、
判
決
の
履
行
に
関
す
る
基
準
自
体
も
、
基
本
的
に
、
曖
昧
か
つ
不
明
確
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

さ
ら
に
、
遵
守
レ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
要
件
が
、
い
か
に
念
入
り
に
か
つ
正
確
に
定
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
債
務
者

で
あ
る
制
度
・
組
織
が
、
情
報
収
集
お
よ
び
記
録
保
存
の
た
め
の
適
切
な
手
続
を
設
け
て
い
な
い
場
合
に
は
、
不
十
分
な
も
の
と
な
ら
ざ
る

を
え
な
い
こ
と）
₄₄
（

も
、
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
、
裁
判
所
は
、
そ
の
種
の
手
続
の
制
定
ま
た
は
改
善
を
命
じ

る
こ
と
も
あ
る）
₄₅
（

が
、
そ
れ
に
よ
り
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
救
済
実
現
手
続
が
よ
り
一
層
遅
延
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り



（　
　
　

）

同
志
社
法
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六
六
巻
二
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二
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
二
二

か
ね
な
い
の
で
あ
る）
₄₆
（

。

　

こ
の
よ
う
に
﹁
当
事
者
主
導
型
﹂
の
実
現
手
続
は
、
一
方
で
、
債
務
者
で
あ
る
制
度
・
組
織
へ
の
干
渉
を
控
え
る
こ
と
に
よ
り
、
債
務
者

の
自
発
的
か
つ
自
主
的
な
判
決
の
実
現
を
促
し
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
が
首
尾
よ
く
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
迅
速
か
つ
効
率
的
な
執
行
の
実
現

を
可
能
に
す
る
と
い
う
利
点
は
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
債
務
者
の
怠
慢
あ
る
い
は
そ
の
制
度
・
組
織
上
の
不
備
か
ら
、
判
決
の
遵
守
度

に
関
す
る
適
切
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
こ
と
、
お
よ
び
、
債
権
者
に
よ
る
監
視
自
体
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
と
い
っ

た
欠
点
を
も
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
執
行
の
遅
延
を
招
き
、
そ
の
非
効
率
性
を
露
呈
す
る
こ
と
も
、
少
な
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
よ
っ
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
﹁
裁
判
所
主
導
型
﹂
の
実
現
手
続
が
、
必
然
的
に
要
求
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
複
雑
か
つ
専
門
的
な
多
種
多
様
な
行
為
を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
内
容
と
す
る
具
体
的
救
済
方
法
が
命
じ
ら
れ
る

こ
と
の
多
い
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
で
は
、
当
事
者
主
導
型
の
実
現
方
法
は
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

４　
「
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
救
済
実
現
手
続

（
１
）　
「
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」
の
必
要
性

　

裁
判
所
が
、
執
行
当
事
者
の
み
に
任
せ
て
い
た
の
で
は
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
強
制
的
実
現
が
実
効
化
で
き
な
い
と
考

え
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
当
事
者
の
責
任
、
す
な
わ
ち
、
債
務
者
に
よ
る
判
決
実
現
の
責
任
お
よ
び
債
権
者
に
よ
る
判
決
実
現
の
監
視

に
つ
い
て
の
責
任
を
減
少
さ
せ
、
そ
の
代
わ
り
に
、
裁
判
官
か
ら
委
任
を
受
け
た
補
助
者
に
、
一
定
の
責
任
を
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る）
₄₇
（

。

﹁
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
る
救
済
実
現
が
必
ず
し
も
功
を
奏
す
る
と
は
限
ら
な
い
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
る
救
済
実
現
の
手
法
が
、
数
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、﹁
職
権
主
義
的
な
救
済
実

現
過
程
﹂
の
構
築
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）
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た
だ
し
、﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
る
救
済
実
現
手
続
は
、
通
例
、﹁
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
の
実
現
手
続
に
完
全
に

取
っ
て
代
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
補
充
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
、
債
権
者
は
、
判

決
内
容
の
実
現
を
監
視
す
る
た
め
の
補
助
者
が
任
命
さ
れ
た
後
で
さ
え
、
債
務
者
に
対
す
る
﹁
裁
判
所
侮
辱
罪
（C

ontem
pt of C

ourt

）﹂

の
適
用
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、U

nited States v. W
ood, W

ire &
 M

etal L
athers L

ocal 46 

事
件）
₄₈
（

に
お
い
て
、
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
判
決
の
実
現
を

確
保
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
行
う
権
限
を
付
与
さ
れ
た
﹁
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
（A

dm
inistrator

）﹂（
↓
後
述
（
２
）
Ｂ
ｄ

参
照
）
が
、
債
務
者
の
抵
抗
に
よ
り
判
決
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
場
合
に
は
、
債
権
者
は
、
債
務
者
に
対
す
る
裁
判
所
侮
辱
罪
の
適
用
の

申
立
て
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
判
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
る
救
済
方
法
の
実
現
手
続
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
事
件
で

利
用
さ
れ
た
補
助
者
の
類
型
ご
と
に
、
個
別
的
に
概
観
し
つ
つ
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い）
₄₉
（

。
そ
の
叙
述
の
順
序
と
し
て
は
、
概
ね
、
救
済
方
法

の
実
現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
債
務
者
で
あ
る
制
度
・
組
織
に
対
す
る
干
渉
の
度
合
い
の
少
な
い
も
の
か
ら
多
い
も
の
の
順
に

取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
裁
判
所
が
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
い
て
、

通
例
現
実
に
採
用
し
て
い
る
執
行
手
段
の
選
択
の
順
序
で
も
あ
る
。

（
２
）　

多
様
な
「
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
」

Ａ　

裁
判
所
自
身
に
よ
る
直
接
的
な
救
済
方
法
の
実
現
活
動

　

裁
判
所
自
身
が
、
職
権
で
、
債
務
者
に
よ
る
判
決
の
実
現
に
対
し
て
監
視
を
行
う
場
合
に
は
、
裁
判
官
は
、
伝
統
的
な
受
動
的
役
割
を
脱

し
て
、
能
動
的
な
諸
種
の
手
段
を
と
る
こ
と
に
な
る
。﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
し
ば
し
ば
、
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
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巻
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二
二

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
二
四

ヴ
で
も
っ
て
、
債
務
者
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
定
期
的
に
当
事
者
ら
を
審
尋
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
し）
₅₀
（

、
必
要
な
措
置
（
た
と
え
ば
、
追
加

的
な
レ
ポ
ー
ト
や
具
体
的
救
済
方
法
に
関
す
る
プ
ラ
ン
の
提
出
の
命
令
な
ど
の
措
置
な
ど
）
を
講
じ
る
の
で
あ
る）
₅₁
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
所
主
導
型
の
審
尋
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
は
、
性
質
上
、
な
お
ア
ド
バ
ー
サ
リ
ー
・
シ
ス
テ
ム
の
基
本
構
造
を
維

持
し
て
お
り
、
裁
判
所
は
、
専
ら
当
事
者
か
ら
事
実
や
証
拠
を
収
集
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
さ
い
、
救
済
方
法
の
形
成
過
程
に
お

い
て
、
積
極
的
な
役
割
を
演
じ
よ
う
と
す
る
裁
判
官
で
さ
え
も
、
そ
の
専
門
的
な
知
識
の
欠
如
あ
る
い
は
時
間
不
足
に
よ
っ
て
、
そ
の
活
動

が
事
実
上
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る）
₅₂
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
審
尋
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
に
よ
る
裁
判
所
の
監
督
を
通
じ
た
強

制
執
行
が
不
適
切
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
い
て
、
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
引
き
受

け
る
よ
う
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
、
裁
判
所
に
対
し
て
第
一
次
的
な
義
務
を
負
う
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
に
、
執
行
実
施
の
た

め
の
司
法
的
な
職
務
を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
済
方
法
の
実
現
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
裁
判
所
自
身
に
よ
り
直
接
的
に
救
済
方
法
の
実
現
活
動
を
行
う
場
合
は
、
定
期
的
な
遵
守
レ
ポ
ー
ト
に
依
拠
し
た
上
で
裁

判
所
が
当
事
者
を
審
尋
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
を
す
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
、﹁
当
事
者
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
る
救
済
実
現
過
程
（
↓

前
述
２
参
照
）
を
、
完
全
に
脱
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
場
合
で
も
、
受
動
的
な
裁
判
官
像
が
基
本
的
に
は
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
る
救
済
実
現
手
続
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
限
り
で
債
務
者
の
制
度
・
組
織
に

対
す
る
干
渉
性
が
希
釈
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
く
ま
で
債
務
者
の
自
発
的
な
救
済
方
法
の
実
現
に
期
待
し
、
そ
れ
を
刺
激
す
る
側
面
が
残

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
救
済
方
法
の
実
現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
以
下
に
述
べ
る
補
助
者
を
用
い
る
場
合
と
比
べ
て
、
制
度
・

組
織
に
対
す
る
干
渉
性
の
少
な
い
比
較
的
穏
や
か
な
執
行
方
法
な
の
で
あ
る
。
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差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）
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二
二
五

Ｂ　

裁
判
所
の
補
助
者
に
よ
る
直
接
的
な
救
済
方
法
の
実
現
手
続

　
﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
は
、
多
様
な
手
続
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
最
も
特
徴
的
な
点
は
、
裁
判
所
が
補
助
者
を
用
い
て
多
様

な
関
わ
り
の
度
合
い
を
も
ち
な
が
ら
も
、
執
行
関
与
を
す
る
点
に
あ
る
。
裁
判
所
が
、
柔
軟
か
つ
強
力
に
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
を
行
う

の
で
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
裁
判
所
が
、
種
々
の
補
助
者
を
用
い
て
、
間
接
的
な
が
ら
も
積
極
的
に
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
概

観
し
て
い
き
た
い
。

　

さ
て
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
救
済
方
法
の
実
現
過
程
で
、
裁
判
所
が
用
い
る
補
助
者
は
、
そ
の
名
称
に
着
目
し
た
場
合
に
、
多

種
多
様
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。こ
の
種
の
事
件
の
手
続
過
程
に
関
す
る
浩
瀚
な
総
合
研
究
で
あ
るSpecial P

roject

）
₅₃
（

が
挙
げ
る
例
と
し
て
は
、

た
と
え
ば
、 “M

aster,” “Special M
aster,” “M

aster H
earing O

fficer,” “M
onitor,” “H

um
an R

ights C
om

m
ittee,” “O

m
budsm

an,” 

“A
d

m
in

istrator, ” “A
d

visory C
om

m
ittee, ” “Im

p
lem

en
tation

 C
om

m
ittee, ” “A

u
d

it an
d

 R
eview

 C
om

m
ittee, ” “M

aster's 

C
om

m
ittee,” “B

iracial C
om

m
ittee,” “C

om
m

ittee,” “R
eceiver”

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
各
々
の
名
称
の
下
で
補
助

者
の
役
割
が
予
め
明
確
か
つ
一
義
的
に
定
ま
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
職
務
も
多
様
性
を
帯
び
、
そ
の
役
割
に
お
い
て
、
各
々
が
他

の
者
と
截
然
と
区
別
さ
れ
う
る
も
の
で
も
な
い）
₅₄
（

。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
裁
判
所
の
用
い
る
用
語
に
応
じ
た
分
類
で
は
な
く
、
任
命
さ
れ
た
補
助
者
が
命
じ
ら
れ
た
実
質
的
な
職
務
内
容
に

応
じ
た
分
類
に
従
っ
て
、
各
補
助
者
を
類
型
化
し
て
個
別
に
概
観
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
特
に
、﹁
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
（Special 

M
aster

）﹂は
、
通
常
、
具
体
的
救
済
方
法
の
形
成
段
階
で
任
命
さ
れ
て
い
た
者
が
、
そ
の
実
現
段
階
に
お
い
て
も
連
続
し
て
職
務
を
行
う
場

合
も
あ
り
、
そ
の
名
称
の
下
で
﹁
モ
ニ
タ
ー
（M

onitor

）﹂
や
﹁
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
（M

ediator

）﹂
の
職
務
と
同
様
な
職
務
を
行
う
場
合

も
あ
る）
₅₅
（

。
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
や
や
特
殊
な
位
置
付
け
と
役
割
が
与
え
ら
れ
る
が
、
一
般
に
み
れ
ば
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
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志
社
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
二
六

段
階
で
任
命
さ
れ
る
モ
ニ
タ
ー
、メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
、﹁
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー（A

dm
inistrator

）﹂お
よ
び﹁
レ
シ
ー
バ
ー（R

eceiver

）﹂

は
、
こ
の
順
に
よ
り
包
括
的
か
つ
強
力
な
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
救
済
実
現
過
程
に
お
い
て
多
様
な
職
務
を
担
当
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
を
概
観
し
、
そ
れ
に
引
き
続
き
、
そ
の

他
の
四
つ
の
選
択
的
な
﹁
救
済
実
現
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
き
た
い
。

　

ａ　

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー

（
ⅰ
）　

意
義
と
職
務

　

一
般
に
﹁
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
（Special M

aster

）﹂
の
役
割
は
、
す
で
に
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
よ
う
に）
₅₆
（

、
日
本
法
に
お
け
る

判
決
手
続
に
相
当
す
る
救
済
形
成
過
程
等
に
お
い
て
裁
判
所
の
判
断
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、
裁
判
所
に
具
体
的
提
言
を
行
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
本
来
的
に
は
、
裁
判
所
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
特
定
の
事
項
に
つ
い

て
事
実
認
定
お
よ
び
法
的
判
断
を
行
う
こ
と
を
そ
の
職
務
と
す
る
の
で
あ
る）
₅₇
（

。
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
が
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
救
済

過
程
で
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
職
務
を
基
礎
と
し
て
、
救
済
方
法
の
実
現
を
行
う
さ
い
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
救
済
方
法
の
形

成
の
さ
い
に
、
裁
判
所
を
補
助
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る）
₅₈
（

。

　

し
か
し
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
時
折
、
同
じ
名
称
の
下
で
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
い
て
も
引
き
続
き
そ
の
職
務

を
引
き
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
と
い
う
救
済
方
法
の
形
成
過
程
の
段
階
か
ら
継
続
的
に
同
じ

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
が
、
こ
の
職
務
を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
救
済
方
法
の
実
現
過
程
で
新
た
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
）
₅₉
（

。

　
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
裁
判
官
を
補
佐
し
て
具
体
的
救
済
方
法
の
形
成
お
よ
び
実
現
を
行
う
た
め



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

二
五

二
二
七

の
一
般
的
な
補
助
者
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
が
任
命
さ
れ
る
場
合
に
は
、
特
に
、
救
済
実
現
過
程
に
お
い
て
、
た

と
え
ば
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
に
、
救
済
方
法
の
実
現
を
監
視
さ
せ
る
（
モ
ニ
タ
ー
︹
↓
後
述
ｂ
を
参
照
︺
的
な
役
割
を
行
わ
せ
る
）

目
的）
₆₀
（

、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
に
必
要
不
可
欠
な
者
と
交
渉
さ
せ
る
目
的
、
公
的
な
制
度
・
組
織
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
そ
の
具
体
的
な

救
済
方
法
の
実
現
を
補
助
さ
せ
る
目
的
、
そ
し
て
、
判
決
内
容
を
め
ぐ
る
争
い
を
解
決
さ
せ
る
目
的
な
ど
の
た
め
に
、
任
命
さ
れ
て
い
る
の

で
あ）
₆₁
（

る
）
₆₂
（

。

（
ⅱ
）　

課
題
と
そ
の
要
因

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
職
務
に
つ
い
て
は
、
重
大
な
疑
義
が
生
じ
る
場
合
も
あ
る）
₆₃
（

。

　

た
と
え
ば
、
判
決
で
命
じ
ら
れ
た
具
体
的
な
救
済
方
法
自
体
の
内
容
が
曖
昧
で
あ
り）
₆₄
（

、
そ
の
た
め
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
に
、
判
決

文
言
を
解
釈
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
結
果
を
生
み
出
し
て
い
る
場
合
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
の
活
動
が
、
果
た
し
て
、

裁
判
所
の
意
図
し
た
職
務
の
範
囲
内
で
あ
る
か
否
か
が
明
確
で
は
な
く
な
る）
₆₅
（

。
こ
の
問
題
は
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
に
と
っ

て
不
可
避
的
な
問
題
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
種
の
事
件
が
、﹁
救
済
方
法
の
多
様
性
﹂
と
い
う
特
色）
₆₆
（

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

つ
ま
り
、
個
別
事
件
に
お
け
る
具
体
的
な
救
済
方
法
を
指
定
し
て
命
じ
た
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
自
体
、
他
に
方
法
選
択
の
可

能
性
が
存
在
す
る
中
で
、
多
様
な
具
体
的
救
済
方
法
の
中
か
ら
選
択
的
に
形
成
さ
れ
た
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
・
方
策
的
な
意
味
が
あ
り
、

そ
の
適
否
や
実
効
性
は
、
個
別
事
件
の
可
変
的
な
文
脈
に
依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
個
別
的
か
つ
詳
細
に
具
体
的
行
為
を
命
じ
た
場
合
に
は
、
債
務
者
に
と
っ
て
は
、
な
す
べ
き
行
為
や
受
忍
す
べ
き
行
為
が
明

確
に
理
解
で
き
、
不
履
行
の
回
避
も
比
較
的
容
易
に
な
り
、
債
務
者
の
手
続
保
障
に
資
す
る
こ
と
に
は
な
る
も
の
の
、
判
決
内
容
か
ら
漏
れ

た
行
為
の
強
制
や
実
施
は
不
可
能
に
な
り
、
し
か
も
、
予
測
困
難
な
事
態
に
対
処
で
き
な
い
お
そ
れ
が
生
じ
る
。
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六
巻
二
号�

二
六

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
二
八

　

こ
れ
に
対
し
て
、
個
別
的
か
つ
詳
細
に
で
は
な
く
や
や
抽
象
的
な
文
言
で
行
為
が
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
は
、
判
決

に
よ
っ
て
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
範
囲
が
広
が
り
、
不
測
の
事
態
に
も
対
応
で
き
、
そ
の
強
力
な
保
護
に
つ
な
が
り
や
す
い
よ
う
に
み
え
る
も
の
の
、

債
務
者
に
と
っ
て
は
、
な
す
べ
き
行
為
や
受
忍
す
べ
き
行
為
が
必
ず
し
も
明
確
化
せ
ず
、
不
履
行
の
回
避
（
履
行
の
実
現
）
も
困
難
に
な
り

か
ね
な
い
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
こ
れ
は
、
債
務
者
に
対
す
る
具
体
的
な
履
行
手
段
の
予
見
可
能
性
や
手
続
保
障
の
問
題
、
さ
ら
に
は
日
本

に
お
け
る
抽
象
的
差
止
判
決
（
抽
象
的
不
作
為
判
決
）
の
適
否
の
問
題）
₆₇
（

と
も
関
わ
る
が
、
そ
こ
で
の
問
題
が
、
迅
速
性
や
実
効
性
が
求
め
ら

れ
る
執
行
実
施
の
過
程
に
お
け
る
継
続
関
与
の
あ
り
方
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
再
現
し
た
点
に
特
色
が
あ
る
。

　

ま
た
さ
ら
に
、
救
済
方
法
の
形
成
お
よ
び
実
現
過
程
に
お
い
て
、
比
較
的
積
極
的
な
活
動
を
行
う
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
と
き
と

し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
所
の
適
切
な
監
督
か
ら
外
れ
る
お
そ
れ
も
生
じ
る）
₆₈
（

。
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ

ー
が
、
裁
判
所
の
判
決
で
命
じ
ら
れ
た
範
囲
外
の
行
為
を
し
、
そ
の
権
限
を
濫
用
的
に
行
使
し
た
場
合
に
は
、
債
務
者
が
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

マ
ス
タ
ー
の
行
為
に
異
議
を
申
し
立
て
る
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な）
₆₉
（

る
）
₇₀
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
憲
法
的
価
値
で
あ
る
人
権
等
、
重
要
な
人
格
的
利
益
の
保
護
が
課
題
と
な
る
﹁
公
共
訴

訟
事
件
﹂
に
お
い
て
、
実
際
、
裁
判
所
の
強
力
な
補
助
者
と
し
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、﹁
救
済
方
法
の
特

殊
性
﹂
と
い
う
特
質
が
存
在
す
る
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
救
済
実
現
過
程
で
、
柔
軟
・
広
範
か
つ
機
動
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
目
的
を

達
成
す
る
の
に
相
応
し
い
地
位
と
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、﹁
救
済
方
法
に
つ

い
て
の
判
決
（
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
命
じ
る
判
決
）﹂
で
、
多
様
性
を
帯
び
た
具
体
的
救
済
方
法
の
中
か
ら
一
つ
が
選
択
さ
れ

言
い
渡
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
本
来
一
義
的
に
明
確
な
基
準
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
債
務
者
の
行
為
に
一
定
の
枠

付
け
や
指
針
を
提
供
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
面
も
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
提
示
さ
れ
た
基
準
に
照
ら
し
て
、
債
務
者
の
行
為

の
当
否
を
判
断
す
る
た
め
に
、
専
門
的
知
識
を
有
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
の
積
極
的
な
活
動
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
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リ
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お
け
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差
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救
済
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強
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過
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）
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二
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た
め
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
債
務
者
に
よ
る
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
を
監
視
し
、
債
務
者
で
あ
る
制
度
・
組
織
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
与
え
そ
の
活
動
を
補
助
し
、
そ
し
て
、
判
決
内
容
を
め
ぐ
る
争
い
を
解
決
す
る
の
で
あ
る）
₇₁
（

。
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

マ
ス
タ
ー
の
積
極
的
な
活
動
を
通
じ
て
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
救
済
実
現
過
程
に
お
い
て
、﹁
裁
判
所
主
導
型
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂
に
よ
り
、
そ

の
手
続
を
運
営
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
次
に
、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
い
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
以
外
に
任
命
さ
れ
る
裁
判
所
の
補
助
者
に
つ
い
て
、

個
別
的
に
概
観
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ｂ　

モ
ニ
タ
ー

（
ⅰ
）　

意
義
と
職
務

　
﹁
モ
ニ
タ
ー
（M

onitor

）﹂
の
主
た
る
役
割
は
、
債
務
者
を
監
視
し
、
債
務
者
が
判
決
を
遵
守
し
て
い
る
か
否
か
、
お
よ
び
判
決
の
目
的

が
ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
こ
と
に
あ
る）
₇₂
（

。
そ
の
ほ
か
、
債
務
者
が
判
決
を
履
行
す
る

さ
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
、
債
務
者
に
対
し
て
判
決
の
遵
守
を
勧
告
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る）
₇₃
（

。
前
者
の
役
割
を
演
じ
る
さ
い
に
、

モ
ニ
タ
ー
は
、
伝
統
的
に
は
債
権
者
の
役
割
と
さ
れ
て
い
た
職
務）
₇₄
（

の
一
部
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
と
い
う
対
立
当

事
者
の
立
場
で
提
出
さ
れ
る
レ
ポ
ー
ト
と
は
異
な
り
、
モ
ニ
タ
ー
は
、
裁
判
所
の
補
助
者
と
し
て
、
偏
り
の
な
い
信
頼
で
き
る
レ
ポ
ー
ト
を

提
出
す
べ
き
で
あ
る）
₇₅
（

と
考
え
ら
れ
る
。

　

モ
ニ
タ
ー
の
選
任
が
適
切
と
な
る
の
は
、
具
体
的
救
済
方
法
が
複
雑
な
場
合
、
債
務
者
に
よ
る
判
決
の
遵
守
を
判
断
す
る
の
が
困
難
な
場

合
、
ま
た
は
、
債
務
者
の
行
為
の
監
視
範
囲
が
限
定
的
な
場
合
で
あ
る）
₇₆
（

。

　

ま
ず
、
も
し
も
具
体
的
な
救
済
方
法
が
複
雑
で
あ
る
か
あ
る
い
は
多
く
の
制
度
を
網
羅
し
た
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
債
権
者
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同
志
社
法
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六
六
巻
二
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二
八

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
三
〇

の
資
力
お
よ
び
手
段
を
も
っ
て
し
て
は
、
十
分
な
監
視
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
判
決
の
遵
守
に
関
す
る
基
準
が

判
決
か
ら
は
明
確
に
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
は
、
そ
の
基
準
を
作
成
す
る
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

債
務
者
が
、
た
と
え
ば
刑
務
所
ま
た
は
精
神
病
院
と
い
っ
た
閉
鎖
的
な
制
度
・
組
織
で
あ
る
場
合）
₇₇
（

に
は
、
判
決
の
遵
守
を
外
部
的
に
監
視
す

る
こ
と
は
困
難
と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
施
設
内
に
立
ち
入
っ
て
監
視
の
業
務
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
の
任
命
が
適
切
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　

要
す
る
に
、
モ
ニ
タ
ー
が
利
用
さ
れ
る
場
合
と
は
、
た
と
え
ば
、
債
権
者
に
よ
る
監
視
、
債
務
者
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
、
判
決
の
遵

守
の
度
合
い
を
判
断
す
る
た
め
の
審
尋
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）、
制
度
・
組
織
内
の
調
査
、
お
よ
び
、
在
監
者
あ
る
い
は
収
容
者
な
ど
の
苦
情
の

審
理
と
い
っ
た
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
に
関
す
る
一
般
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
（
↓
前
述
３
を
参
照
）
が
不
適
切
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
な

の
で
あ
る
。

（
ⅱ
）　

地
位
と
課
題

　

裁
判
所
が
任
命
し
た
モ
ニ
タ
ー
は
、
そ
の
補
助
者
と
し
て
活
動
す
る
中
立
的
な
存
在
で
あ
る
。

　

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の
十
分
な
権
限
お
よ
び
手
段
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
監
視
を
行
う
テ
ク

ニ
ッ
ク
は
、
事
件
ご
と
に
多
様
性
を
帯
び
る
。
た
と
え
ば
、
モ
ニ
タ
ー
は
、
比
較
的
小
規
模
か
つ
単
純
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
制
度
・
組
織

を
視
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
複
雑
な
事
件
の
状
況
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
て
さ
ら
に
補

助
者
（
ス
タ
ッ
フ
）
が
付
加
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

モ
ニ
タ
ー
に
は
、
確
か
に
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
利
点
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
に
は
課
題
も
存
在
す
る
。

　

た
と
え
ば
、
監
視
的
な
職
務
が
、
当
事
者
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
た
委
員
会
に
割
り
当
て
ら
れ
る
場
合
に
は
、
内
部
的
な
対
立
が
生
じ
、
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二
九

二
三
一

監
視
的
な
機
能
が
事
実
上
阻
害
さ
れ
る
場
合
も
生
じ
る）
₇₈
（

。

　

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
は
、
情
報
の
複
雑
さ
あ
る
い
は
広
汎
さ
を
理
由
に
、
債
務
者
に
委
託
し
て
情
報
を
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
場
合
に
、
モ
ニ
タ
ー
が
債
務
者
に
情
報
収
集
を
委
託
し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
監
視
の
有
効
性
が
減
殺
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
モ
ニ
タ
ー
が
選
任
さ
れ
る
原
因
と
な
っ
た
債
務
者
の
情
報
の
信
頼
性
を
め
ぐ
る
問
題
が
、
再
浮

上
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る）
₇₉
（

。

　

と
も
あ
れ
、
一
般
的
に
い
え
ば
、
モ
ニ
タ
ー
が
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
裁
判
所
の
職
員
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
が
提
出
し
た
レ
ポ
ー

ト
は
、
通
常
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
が
執
行
当
事
者
（
特
に
、
債
務
者
）
の
代
表
者

等
で
構
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
レ
ポ
ー
ト
の
信
憑
性
が
薄
く
な
る）
₈₀
（

。
こ
の
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
者
が
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
任
命
さ
れ
る
か
が
、
執
行
過
程
の
成
否
を
握
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

　

ｃ　

メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー

（
ⅰ
）　

意
義
と
職
務　

　

モ
ニ
タ
ー
の
職
務
は
、主
と
し
て
、債
務
者
に
よ
る
判
決
内
容
の
遵
守
の
評
価
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂

の
内
容
を
な
す
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
以
上
に
直
接
的
な
役
割
を
演
じ
る
裁
判
所
の
補
助
者
も
存
在
す
る
。

そ
の
一
つ
が
、﹁
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
（M

ediator

）﹂
で
あ
る
。

　

メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
、
判
決
の
意
味
内
容
、
判
決
の
遵
守
基
準
お
よ
び
そ
の
遵
守
の
迅
速
さ
な
ど
を
め
ぐ
る
争
い
を
解
決
す
る
第
一
次
的

な
責
任
を
負
担
す
る
裁
判
所
の
補
助
者
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
過
程
で
生
じ
る
個
々
的
な
紛

争
を
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
で
は
、﹁
裁
判
管
轄
権
の
保
持
﹂
の
法
理
に
基
づ
く
執
行
過
程
が
形
成
さ
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同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

三
〇

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
三
二

れ
て
い
る
の
で
、
裁
判
所
自
身
が
、
継
続
的
に
執
行
過
程
に
関
与
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
過
程
で
生
じ
る
諸
問
題
が
、
裁
判
所
に
提
出

さ
れ
、
そ
れ
を
判
決
裁
判
所
が
解
決
で
き
る
基
本
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る）
₈₁
（

が
、
し
か
し
、
た
と
え
非
公
式
的
な
処
理
で
あ
れ
、
裁
判

所
（
裁
判
官
）
が
直
接
的
な
解
決
に
乗
り
出
す
場
合
に
は
、
時
間
が
か
か
り
高
く
つ
き
、
ひ
い
て
は
訴
訟
経
済
の
要
請
に
も
と
る
結
果
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
救
済
実
現
過
程
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
好
ま

し
い
と
さ
れ
て
い
る）
₈₂
（

。

（
ⅱ
）　

準
司
法
的
な
権
限

　

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
中
に
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
過
程
で
生
じ
る
紛
争
の
解
決
を
補
助
す

る
機
関
を
設
立
し
て
、
裁
判
所
の
負
担
を
軽
減
す
る
条
項
を
設
け
る
も
の
も
存
在
す
る）
₈₃
（

と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
公
立
学
校
に
お
け
る

人
種
に
よ
る
別
学
の
解
消
を
命
じ
る
多
く
の
判
決
で
は
、
裁
判
所
は
、“B

iracial C
om

m
ittees”

を
任
命）
₈₄
（

し
、
そ
れ
に
、
紛
争
解
決
の
役

割
）
₈₅
（

を
も
委
ね
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
は
、
判
決
中
で
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
を
め
ぐ
る
当
事
者
間
の
争
い
の
す
べ
て
を
メ
デ

ィ
エ
イ
タ
ー
に
提
出
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
り）
₈₆
（

、
ま
た
、
当
事
者
間
に
お
け
る
履
行
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
最
初
に
メ
デ
ィ
エ

イ
タ
ー
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
、
裁
判
所
自
ら
が
判
断
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
る
旨
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の

役
割
を
強
化
す
る
こ
と
も
あ）
₈₇
（

る
）
₈₈
（

。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
争
い
を
判
断
す
る
た
め
に
任
命
さ
れ
た
裁
判
所
の
補
助
官
は
、
い
わ
ば
準
司
法
的
な
権
限
を
委
託
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、
救
済
方
法
の
実
現
過
程
に
お
い
て
強
力
な
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
と
い
う
救
済
方
法
の
実

現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
モ
ニ
タ
ー
が
任
命
さ
れ
る
場
合）
₈₉
（

と
比
較
し
て
、
具
体
的
救
済
方
法
の
内
容
お
よ
び
具
体
的
事
実
関
係
（
た
と

え
ば
、
債
務
者
の
態
度
な
ど
）
に
照
ら
し
て
よ
り
一
層
強
力
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
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三
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う
。
た
だ
し
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
、
裁
判
官
に
取
っ
て
代
っ
て
す
べ
て
の
紛
争
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
執
行
当
事
者

に
は
、
判
決
の
修
正
の
申
立
て
な
ど
を
含
め
、
裁
判
所
の
判
断
を
求
め
る
機
会
は
保
障
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
権
限
が
、
紛
争
の
解
決
を
超
え
て
、
具
体
的
救
済
方
法
の
一
般
的
な
監
督
に
ま
で
拡
大
し
、
い
わ
ば

限
定
的
な
﹁
管
理
者
的
﹂
権
限
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
、
実
質
的
に
は
次
に
述
べ
る
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
と

な
る
。

　

ｄ　

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー

（
ⅰ
）　

意
義
と
職
務

　
﹁
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
（A

dm
inistrator

）﹂
は
、
救
済
方
法
の
実
現
の
た
め
に
裁
判
所
が
用
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
で
、
最
も
新

規
な
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
職
務
は
、
マ
ス
タ
ー
、
モ
ニ
タ
ー
ま
た
は
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
職
務
以
上
の
内
容
を
有
す
る
が
、
レ
シ

ー
バ
ー
（
↓
後
述
ｅ
参
照
）
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
債
務
者
で
あ
る
制
度
、
組
織
の
運
営
を
暫
定
的
で
あ
れ
自
ら
取
っ
て
代
わ
っ
て
行
う
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
一
時
的
に
補
充
・
補
完
す
る
と
い
う
職
務
内
容
を
も
つ
。
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
具
体
的
救
済
方
法
を

実
現
す
る
た
め
に
、
独
自
の
判
断
に
よ
っ
て
活
動
し
、
い
わ
ば
行
政
官
的
な
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る）
₉₀
（

。
つ
ま
り
、
債
務
者
で
あ
る
制
度
・

組
織
の
担
当
者
で
あ
る
公
務
員
の
権
限
が
、
一
部
委
譲
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
が
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
任
命
権
限
は
、﹁
裁
判
所
が
、
そ
の
義
務
の
実
現
の
た
め
に
要
求
さ
れ
た
適
切
な
手
段
を
創
り

出
す
固
有
の
権
限
﹂
）
₉₁
（

お
よ
び
、
公
民
権
訴
訟
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
権
限
を
十
分
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
連
邦

最
高
裁
判
所
の
要
請）
₉₂
（

に
基
づ
く
も
の
で
あ
る）
₉₃
（

と
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
任
命
が
最
適
と
な
る
場
合
と
は
、
裁
判
所
が
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
を
監
督
す
る
こ
と
が
複
雑
か
つ
困
難
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
三
四

と
な
る
場
合
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
雇
用
に
お
け
る
差
別
の
解
消
を
求
め
る
訴
訟）
₉₄
（

に
お
い
て
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
は
、
日
々

繰
り
返
さ
れ
る
数
多
く
の
個
々
の
採
用
事
務
を
差
別
な
く
行
う
こ
と
を
命
じ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
職
務
は
、
裁
判
所
に
と
っ
て
は
監
督
が
困

難
な
も
の
と
な
る）
₉₅
（

。
ま
た
、
た
と
え
ば
刑
務
所
や
精
神
病
院
の
全
面
的
な
改
善
を
命
じ
る
判
決
の
実
現
の
た
め
に
も
、
複
雑
な
諸
種
の
行
為

が
要
求
さ
れ
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
種
の
事
件
は
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
任
命
に
と
っ
て
適
切
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る）
₉₆
（

。

　

な
お
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
が
、
債
務
者
に
よ
る
判
決
の
不
履
行
に
対
す
る
措
置
と
し
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
ア
ド

ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
債
務
者
で
あ
る
制
度
・
組
織
に
対
し
て
か
な
り
干
渉
的
と
な
る
の
で
、
そ
の
任
命
は
、
慎
重
に
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る）
₉₇
（

。

（
ⅱ
）　

構
成
と
課
題

　

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
個
人
が
任
命
さ
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
委
員
会
形
式
を
と
る
場
合
も
あ
る
。
前
者
の
場
合
に
は
、
通
常
、

こ
の
分
野
に
お
け
る
専
門
家
が
任
命
さ
れ
る）
₉₈
（

。
後
者
の
場
合
は
、
複
数
の
専
門
家
の
知
見
や
技
能
を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
が
、
こ

の
委
員
会
は
、
当
事
者
お
よ
び
判
決
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
そ
の
他
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
場
合
も
、
し
ば
し
ば
存
在
す

る
と
さ
れ
る
。
一
般
に
、
個
人
が
任
命
さ
れ
る
場
合
は
、
も
し
も
そ
の
者
が
当
事
者
に
信
頼
さ
れ
る
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
か
な
り
の
効
果
を

発
揮
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
委
員
会
形
式
を
採
用
す
る
場
合
に
生
じ
が
ち
な
複
数
の
者
た
ち
の
間
の
意
見
対
立
を
回
避
で
き
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
広
汎
な
専
門
的
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
複
数
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
形
式
が
適
切
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
判
断
が
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
尊
重
さ
れ
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
自
身
が
直
接
的
な
形

式
で
紛
争
に
関
与
し
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
判
決
の
実
現
が
促
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
う）
₉₉
（

と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
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二
三
五

　

ま
た
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
が
、
当
事
者
お
よ
び
第
三
者
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
判
断

が
、
少
な
く
と
も
メ
ン
バ
ー
の
多
数
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
利
点
を
有
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
形
式
の
利
点
は
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
の
内
部
対
立
に
よ
っ
て
減
殺
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い）
１００
（

。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
委
員
会
形
式
の
場
合
に

は
、
メ
ン
バ
ー
の
経
験
不
足
な
ど
か
ら
、
欠
点
が
表
面
化
す
る
場
合
も
生
じ
る
の
で
あ
る）
１０１
（

。

　

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
職
務
権
限
は
、
監
視
や
紛
争
の
解
決
を
も
包
含
し
た
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
内
容
か
ら
な
る
。
つ
ま
り
、
ア
ド
ミ

ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
通
常
、
具
体
的
救
済
方
法
を
実
現
す
る
た
め
に
、
債
務
者
の
行
為
を
監
視
し
、
調
整
し
、
是
認
し
、
さ
ら
に
命
令
す

る
い
わ
ば
限
定
的
な
﹁
管
理
者
的
﹂
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
、
債
務
者
の
権
限
の
移
譲
が
司
法
上

命
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う）
１０２
（

。

　

こ
の
よ
う
な
強
力
な
権
限
が
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
行
為
に
対
す
る
上
訴
可
能
性

（appealability

）
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
、
判
決
中
に
そ
の
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
だ
け
に
限
ら
ず
、
明
記
さ
れ
て
い
な
い
場

合
に
も
黙
示
的
に
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
上
訴
し
え
な
い
と
す
る
と
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
が
、
裁
判

所
や
裁
判
官
以
上
の
強
力
な
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る）
１０３
（

。

　

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
諸
活
動
が
有
効
な
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
裁
判
所
の
﹁
強
制
権
限
（coercive 

pow
er

）﹂
が
、
そ
の
行
為
を
裏
打
ち
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
命
令
を
遵
守

し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
侮
辱
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
存
在
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
不
遵
守
は
、
全
く
同

一
で
は
な
い
と
し
て
も
、
裁
判
所
の
判
決
の
不
遵
守
に
匹
敵
す
る
か
ら
で
あ
る）
１０４
（

。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
の
促
進
に
お
い
て
、
比
較
的
効
果
的
な
手
段
と

な
る
。
適
切
に
選
任
さ
れ
た
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
専
門
的
か
つ
経
験
的
な
見
地
か
ら
制
度
・
組
織
の
運
営
方
法
を
提
示
し
、
裁
判
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
三
六

所
が
日
々
の
細
や
か
な
監
督
を
行
う
と
い
っ
た
厄
介
な
仕
事
を
、
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る）
１０５
（

。
た
と
え
ば
、
雇
用
関
係
に
お
け
る

人
種
差
別
の
解
消
を
求
め
る
訴
訟
事
件
で
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
が
用
い
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
るU

nited States v. L
ocal 638, 

E
nterprise A

ssociation of Stream
 P

ipefilters

事
件）
１０６
（

は
、
そ
う
で
な
い
場
合
と
比
較
し
て
、
著
し
く
迅
速
に
具
体
的
救
済
方
法
が
実
現

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る）
１０７
（

、
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
が
利
用
さ
れ
る
理
由
は
、
そ
れ
が
、
専
門
的
知
識
を
有
し
、
手
続
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
か
つ
柔
軟
で
あ
り
、
予

期
し
な
い
多
様
な
事
態
の
発
生
に
対
処
し
う
る
か
ら
で
あ
る）
１０８
（

。
と
り
わ
け
重
要
な
こ
と
は
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
が
、
そ
の
性
格
か
ら

制
度
・
組
織
内
在
的
に
、
具
体
的
救
済
方
法
に
対
す
る
継
続
的
な
監
督
が
可
能
な
こ
と
に
あ
る）
１０９
（

。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
判
決
で
命
じ
ら
れ
た
具
体
的
救
済
方
法
が
複
雑
な
内
容
を
有
す
る
が
ゆ

え
に
、
裁
判
所
の
監
督
が
困
難
と
な
る
場
合
に
、
救
済
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
イ
タ
ー
の
職
務
は
、
先
に
述
べ
た
モ
ニ
タ
ー
や
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
の
そ
れ
を
も
含
む
広
汎
か
つ
強
力
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

モ
ニ
タ
ー
や
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
が
任
命
さ
れ
る
場
合
と
比
較
し
て
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
具
体
的
救
済
方
法
の
内
容
お
よ
び
具
体

的
事
実
関
係
（
例
、
債
務
者
の
態
度
な
ど
）
に
照
ら
し
て
、
よ
り
一
層
強
力
な
実
現
手
段
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ｅ　

レ
シ
ー
バ
ー

（
ⅰ
）　

意
義
と
職
務

　

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
権
限
は
、
債
務
者
で
あ
る
制
度
・
組
織
の
公
務
員
の
権
限
が
委
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
お
け

る
従
来
の
制
度
責
任
者
（
公
務
員
）
は
、
な
お
従
来
の
地
位
に
留
ま
っ
て
い
る
。
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
マ
ス
タ
ー
、
モ
ニ
タ
ー
、
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同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

三
五

二
三
七

お
よ
び
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
同
様
、
債
務
者
に
よ
る
協
力
が
期
待
で
き
る
場
合
に
の
み
、
効
果
的
な
も
の
と
な
り
え
た
が
、
し
か
し
、
債
務
者

の
協
力
が
期
待
で
き
な
い
場
合
（
例
、
債
務
者
の
抵
抗
が
激
し
い
場
合
な
ど
）
に
は
、﹁
レ
シ
ー
バ
ー
（R

eceiver

）﹂
が
、
暫
定
的
で
は
あ

る
が
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
の
た
め
に
適
切
な
執
行
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る）
１１０
（

。

　

こ
の
レ
シ
ー
バ
ー
は
、
完
全
に
、
ま
た
は
制
限
的
目
的
の
た
め）
１１１
（

に
の
み
、
暫
定
的
な
形
式
に
よ
っ
て
、
債
務
者
で
あ
る
公
務
員
に
、
取
っ

て
代
わ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
任
命
は
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
任
命
以
上
に
、
よ
り
干
渉
的
な
救
済
方
法

の
実
現
手
段
で
あ
る
。
州
の
公
務
員
か
ら
そ
の
権
限
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
に
対
し
て
単
に
合
憲
的
な
行
為
を
強
制
す
る
以
上
に
、
よ

り
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
執
行
手
段
と
な
る
の
で
あ
る）
１１２
（

。

　

そ
の
意
味
で
、
レ
シ
ー
バ
ー
は
い
わ
ば
﹁
最
後
の
執
行
手
段
﹂
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
り
干
渉
的
で
な
い
救
済
方
法
の
実
現

の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
判
決
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
、
利
用
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る）
１１３
（

。

（
ⅱ
）　

具
体
例

　

こ
の
レ
シ
ー
バ
ー
は
、
た
と
え
ば
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
に
よ
る
別
学
の
解
消
が
求
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
事
件
で
任
命
さ
れ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、T

urner v. G
oolsby

事
件）
１１４
（

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
債
務
者
が
、
共
学
の
実
現
を
拒
否
し
、
白
人

の
学
校
を
閉
鎖
し
、
白
人
の
生
徒
を
、
別
の
郡
（
カ
ウ
ン
テ
ィ
）
に
あ
る
学
校
に
通
学
さ
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
、
白
人
の
生

徒
の
通
学
の
た
め
に
公
費
の
支
出
を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
を
行
え
ば
、
白
人
と
黒
人
の
共
学
を
達
成

で
き
ず
に
た
だ
白
人
の
生
徒
た
ち
に
害
悪
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
そ
れ
を
差
し
控
え
た
。
こ
の
種
の
救
済
方
法
の
実
現
手

段
で
は
十
分
で
は
な
い
と
、
裁
判
所
は
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
学
校
の
閉
鎖
に
直
面
し
、
し
か
も
、
学
校
職
員
に
よ
る
共
学
に
対
す
る
抵
抗
に
も
遭
遇
し
、
裁
判
所
は
、
共
学
を
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六
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三
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
三
八

実
現
す
る
た
め
に
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
教
育
委
員
長
（G

eorgia State School Superintendent

）
を
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
学
校
制
度
の
レ

シ
ー
バ
ー
に
任
命
し
た
の
で
あ
っ
た）
１１５
（

。
本
件
で
は
、
レ
シ
ー
バ
ー
は
、
白
人
学
校
へ
の
通
学
を
求
め
る
黒
人
の
生
徒
の
た
め
に
、
学
校
制
度

の
調
整
を
行
い
、
そ
の
任
務
を
終
了
し
た
の
で
あ
る）
１１６
（

。

　

第
二
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、M

organ v. M
cD

onough

事
件）
１１７
（

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、South B

oston

高
校
に
お
け
る
人
種

に
よ
る
別
学
の
解
消
が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。
当
初
裁
判
所
は
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
の
た
め
に
、
モ
ニ
タ
ー
を
任
命
し
た
。
し

か
し
、
教
育
委
員
会
、
学
校
管
理
者
、
教
職
員
、
住
民
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
救
済
方
法
の
実
現
が
阻
止
さ
れ
、
し
か
も
、
学
校
の
諸
条

件
も
悪
化
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
モ
ニ
タ
ー
も
、
有
効
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
た）
１１８
（

。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
任
命
を
認
め
、
そ
の
正
当
化
の
た
め
の
根
拠
を
、
裁
判
所
に
エ
ク

イ
テ
ィ
権
限
が
存
在
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
義
務
が
マ
ス
タ
ー
お
よ
び
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
の
義
務
に
類
似
す
る
こ
と

に
求
め
た）
１１９
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
レ
シ
ー
バ
ー
の
任
命
が
な
さ
れ
る
場
合
が
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
公
選
さ
れ
た
公

務
員
あ
る
い
は
任
命
さ
れ
た
公
務
員
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
レ
シ
ー
バ
ー
を
任
命
す
る
こ
と
は
、
極
端
に
や
む
を
え
な
い
状
況
の
存
在
に
よ
っ

て
し
か
正
当
化
さ
れ
な
い
異
例
の
措
置
で
あ
る
旨）
１２０
（

を
も
付
言
し
た
。
そ
し
て
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
義
務
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
存
在
す
る
限

り
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ）
１２１
（

る
）
１２２
（

と
判
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
レ
シ
ー
バ
ー
は
、
債
務
者
の
制
度
・
組
織
に
対
し
て
よ
り
干
渉
的
で
は
な
い
救
済
方
法
の
実
現
手
段
が
も
は
や
利
用
で
き

な
い
場
合
に
の
み
、
裁
判
所
に
よ
り
任
命
さ
れ
て
い
る
。
レ
シ
ー
バ
ー
が
任
命
さ
れ
た
先
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
は
、
事
件
の
具
体
的
な
状
況
が
、

か
な
り
悪
化
し
、
も
は
や
司
法
的
な
﹁
乗
っ
取
り
（takeover

）﹂）
１２３
（

︹
権
限
の
包
括
的
な
移
管
︺
を
行
い
救
済
方
法
の
実
現
を
行
う
こ
と
が
、

﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
実
効
化
の
た
め
の
唯
一
可
能
な
執
行
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
場
合
で
あ
っ
た
。



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

三
七

二
三
九

Ｃ　

小
括

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
裁
判
所
主
導
型
の
救
済
方
法
の
実
現
手
段
に
は
、
種
々
の
も
の
が
存
在
す
る
。
一
般
に
、
そ
の
職
務
権

限
に
着
目
し
た
場
合
、
モ
ニ
タ
ー
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
、（
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
）、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
、
そ
し
て
レ
シ
ー
バ
ー

の
順
に
強
力
な
も
の
と
な
る
と
評
価
で
き
る）
１２４
（

。
こ
れ
ら
の
執
行
手
段
は
、
具
体
的
救
済
方
法
の
内
容
や
具
体
的
な
事
案
（
例
、
債
務
者
の
態

度
な
ど
）
に
照
ら
し
て
、
裁
判
所
に
よ
り
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
い
て
は
、﹁
救
済
方
法
の
特
殊
性
﹂
と
い

う
特
質
か
ら
も
と
よ
り
多
様
な
具
体
的
救
済
方
法
が
存
在
し
、
そ
の
中
か
ら
選
択
し
て
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
が
言
い
渡
さ
れ

た
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
が
複
雑
な
場
合
が
多
く
、
そ
の
実
現
に
困
難
を
来
た
す
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
裁
判
所
は
、
予
め
種
々
の

救
済
実
現
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
具
備
し
て
お
く
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
裁
判
所
は
、
債
務
者
の
態
度
次
第
に
よ

っ
て
用
い
る
執
行
手
段
を
可
変
的
に
対
応
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
を
推
進
さ
せ
て
い
く
の
で
あ
る
。
特
定

の
事
件
の
執
行
過
程
に
お
い
て
、
当
初
か
ら
、
一
つ
の
執
行
方
法
に
限
定
し
て
訴
訟
の
貫
徹
を
図
る
の
で
は
な
く
、
手
続
の
推
移
に
応
じ
て
、

状
況
即
応
的
に
新
た
な
執
行
方
法
を
採
用
し
命
じ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
よ
う
な
﹁
救
済
方
法
の
特
殊
性
﹂
と
い
う
特
質
が
存
在
す
る
事
件
で
は
、

あ
る
程
度
機
械
的
か
つ
形
式
的
に
具
体
的
救
済
方
法
が
導
き
出
さ
れ
る
伝
統
的
な
事
件
の
場
合
と
比
較
し
て
、﹁
執
行
の
形
式
性
・
定
型
性
﹂

が
融
解
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
具
体
的
救
済
方
法
の
情
況
即
応
性
す
な
わ
ち
実
効
性
が
個
別
事
件
の
具
体
的
な
文

脈
で
試
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
さ
い
、
言
い
渡
さ
れ
た
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
の
成
否
に
と
っ
て
、
決
定
的
に
重
要
な
鍵
と
な
る
の

は
、
請
求
権
の
実
体
的
な
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
個
々
の
事
件
に
お
け
る
﹁
債
務
者
の
態
度
﹂
や
﹁
事
件
を
取
り
巻
く
具
体
的
な
状
況
﹂
と

い
っ
た
個
別
的
、
事
実
的
、
状
況
関
係
的
な
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
中
で
も
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
に
対
す
る
﹁
債
務
者
の
態
度
﹂
が
、
裁
判
所
が
執
行



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

三
八

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
四
〇

方
法
を
選
択
す
る
さ
い
の
重
要
な
要
素
と
な
る
。
債
務
者
の
協
力
的
態
度
こ
そ
が
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
判
決
の
実
現
を
迅
速
に

行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
に
つ
い
て
は
、
当
事
者
間
に
お
け
る
訴
訟

上
の
和
解
を
通
じ
た
﹁
同
意
判
決
（C

onsent D
ecree

）﹂
の
方
が
、
通
常
の
判
決
の
場
合
と
比
較
し
て
、
債
務
者
に
よ
る
任
意
履
行
の
可

能
性
が
高
く
な
る
こ
と）
１２５
（

か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
実
の
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
け
る
救
済
方
法
の
実
現
過
程
で
は
、
裁
判
所
は
、
し
ば
し
ば
、
債
務
者
の
抵
抗
と
い
う
事

態
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
は
、
そ
の
状
況
の
仔
細
な
報
告
を
行
う
こ
と
が
そ
の
役
割
で
あ

り
、
そ
れ
に
留
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
は
、
債
権
者
・
債
務
者
間
の
紛
争
の
解
決
と
い
う
形
式
で
、
か
つ
そ
の
限
り
で
、

債
務
者
の
非
協
力
的
な
状
況
に
対
処
し
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
は
、
非
協
力
的
な
姿
勢
を
と
る
者
の
権
限
を
一
部
代
っ
て
行
使
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
に
対
し
て
、
債
務
者
の
抵
抗
に
抗
う
包
括
的
か
つ
抜
本
的
な
手
法
が
、
レ
シ
ー
バ
ー
の

任
命
で
あ
る
。

　

な
お
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
判
決
で
個
別
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
内
で
、
債
務
者
の
抵
抗
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
裁
判
所
が
そ
の
エ
ク
イ
テ
ィ
権
限
に
基
づ
い
て
、
裁
判
所
の
補
助
者
を
任
命
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
告
・
債
務
者
で
あ
る
制

度
・
組
織
に
対
し
て
命
じ
た
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
を
実
現
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る）
１２６
（

。
た
だ
、
実
際
に
は
、
裁
判
所
は
、

こ
れ
ら
以
外
の
方
法
等
を
用
い
て
、
債
務
者
の
不
履
行
に
対
応
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
節
を
改
め
て
そ
の
い
く
つ
か
の
手
法
に
つ
い
て
概

観
し
た
い
。

（
23
）　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
川
嶋
四
郎
﹁﹃
公
共
的
差
止
訴
訟
﹄
に
お
け
る
差
止
判
決
の
修
正
（
一
）（
二
・
完
）
︱
︱
ア
メ
リ
カ
の
﹃
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

三
九

二
四
一

ョ
ン
﹄
を
め
ぐ
る
議
論
を
手
が
か
り
と
し
て
﹂
民
商
法
雑
誌
九
七
巻
四
号
四
八
三
頁
、
五
号
六
五
三
頁
（
一
九
八
八
年
）、
同
﹁
判
例
解
説
：B

oard of E
ducation of 

O
klahom

a C
ity P

ublic Schools, v. D
ow

ell, 111 S.C
t. 630 （1991

）﹂
ア
メ
リ
カ
法
一
九
九
六
年

－

一
号
一
九
四
頁
（
一
九
九
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
24
）　

ア
メ
リ
カ
の
場
合
に
は
、
第
一
審
判
決
後
に
、
特
に
仮
執
行
宣
言
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
執
行
可
能
と
な
る
。
詳
し
く
は
、
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
21
）
三
七
四
頁
注

（
16
）
を
参
照
。
し
た
が
っ
て
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
救
済
実
現
過
程
に
お
い
て
も
、
そ
の
当
事
者
の
構
造
は
、
判
決
手
続
が
継
続
し
て
い
る
ゆ
え
に
原
告
・

被
告
で
も
あ
る
の
で
、
執
行
過
程
に
お
け
る
債
権
者
は
原
告
で
、
債
務
者
は
被
告
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
正
確
に
は
、﹁
原
告
・
債
権
者
﹂・﹁
被
告
・
債
務
者
﹂
と
記
す

べ
き
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
、
執
行
手
続
に
特
化
し
て
そ
の
手
続
局
面
を
論
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
に
債
権
者
・
債
務
者
と
記
し
て
お
き
た
い
。

（
25
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
川
嶋
四
郎
﹁﹃
公
共
的
差
止
訴
訟
﹄
に
お
け
る
救
済
過
程
の
構
造
と
そ
の
展
開
（
三
）・（
四
）
︱
︱
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
﹃
公
共
的
イ

ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
訴
訟
﹄
に
つ
い
て
﹂
商
学
討
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
四
〇
巻
四
号
五
一
頁
、
四
一
巻
一
号
一
頁
（
一
九
九
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
26
）　

Special P
roject: T

he R
em

edial P
rocess in Institutional R

eform
 L

itigation, 78 C
olum

bia L
aw

 R
eview

, 784, 821-822

（1978

）︹
以
下
で
は
、Special 

P
roject: R

em
edial P

rocess.
と
略
す
。︺
を
参
照
。
本
章
は
、
こ
の
論
文
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

（
27
）　

通
常
の
伝
統
的
な
民
事
訴
訟
事
件
と
比
較
し
て
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
﹁
救
済
方
法
の
多
様
性
﹂
と
い
う
特
質
が
あ
り
、
そ
の
存
在
が
救
済
形
成
過
程
（
判
決
手
続
過
程
）

に
お
け
る
﹁
二
段
階
審
理
モ
デ
ル
﹂
な
ど
の
特
別
な
審
理
手
続
形
式
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程

の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
一
三
一
頁
、
一
五
八
頁
な
ど
、
お
よ
び
、
同
・
前
掲
論
文
注
（
20
）
三
八
頁
な
ど
を
参
照
。

（
28
）　

ま
た
、﹁
救
済
方
法
の
多
様
性
﹂
を
背
景
と
し
て
、﹁
救
済
方
法
の
可
変
性
﹂
と
い
う
特
質
（
川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
一
三
一
頁
、

一
五
八
頁
な
ど
を
参
照
）
が
存
在
す
る
た
め
に
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
で
は
、
判
決
確
定
後
で
あ
っ
て
も
、
事
後
的
に
﹁
判
決
の
修
正
（M

odification

）﹂
お
よ
び
﹁
判
決
の

取
消
し
（D

issolution

）﹂
が
必
要
と
な
り
、
そ
れ
に
関
す
る
数
多
く
の
判
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
23
）︹（
一
）︺
四
八
五
頁

な
ど
を
参
照
。
救
済
方
法
の
実
現
過
程
で
は
、
特
に
こ
の
﹁
救
済
方
法
の
可
変
性
﹂
が
重
要
と
な
る
。

（
29
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
川
嶋
四
郎
﹁﹃
公
共
的
差
止
訴
訟
﹄
に
お
け
る
救
済
過
程
の
構
造
と
そ
の
展
開
（
二
）
︱
︱
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
﹃
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
訴
訟
﹄
に
つ
い
て
﹂
商
学
討
究
（
小
樽
商
科
大
学
）
四
〇
巻
三
号
一
二
七
頁
、
一
五
二
頁
（
一
九
八
九
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
30
）　Sw

ann v. C
harlotte-M

eckenburg B
oard. of E

ducation. 402 U
.S. 1, 15, 28 L

. E
d. 2d 554,566 （1971

）.

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
、藤
倉
皓
一
郎
﹁
公

立
学
校
に
お
け
る
人
種
別
学
の
撤
廃
﹂
二
一
九
頁
、
二
二
四
頁
（
一
九
七
二
年
）
な
ど
を
参
照
。
た
だ
し
、
本
文
で
述
べ
た
点
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
有
力
な
反
対
説
も
存
在

す
る
。See J. Yoo, W

ho M
easures the C

hancellor’s F
oot?: T

he Inherent R
em

edial A
uthority of the F

ederal C
ourts, 84 C

alifornia L
aw

 R
eview

, 1121 

（1996

）︹
こ
こ
で
、Yoo

教
授
は
、
救
済
方
法
の
形
成
と
い
う
問
題
を
、
何
を
裁
判
所
が
原
告
の
た
め
に
行
う
か
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
場
合
に
は
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

四
〇

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
四
二

お
け
る
よ
う
な
裁
判
所
の
救
済
方
法
の
形
成
は
、
裁
判
所
の
権
限
の
範
囲
外
の
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
事
件
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
連
邦
裁
判
所
が
、
州
の

立
法
府
や
州
の
行
政
府
の
権
限
を
代
っ
て
行
使
し
て
き
た
が
、
今
後
は
、
被
告
の
制
度
組
織
に
お
け
る
憲
法
違
反
を
認
定
し
た
後
に
、
裁
判
官
は
、
そ
の
領
域
か
ら
手
を
引
き
、

立
法
府
や
行
政
府
と
い
っ
た
他
の
部
門
に
、
原
告
の
た
め
の
救
済
方
法
の
形
成
を
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
。︺.

　
　
　

な
お
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
連
邦
第
一
審
裁
判
所
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
田
中
英
夫
﹃
英
米
法
総
論
︹
下
︺﹄
三
八
九
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

八
〇
年
）、
浅
香
吉
幹
﹃
現
代
ア
メ
リ
カ
の
司
法
﹄
四
七
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）、
溜
箭
将
之
﹃
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
事
実
審
裁
判
所
の
研
究
﹄
二
四
七
頁
、

二
九
八
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
31
）　

See Special P
roject, R

em
edial P

rocess. supra note 26 at 822, N
ote, Im

plem
entation P

roblem
s in Institutional R

eform
 L

itigation, 91 H
arvard L

aw
 

R
eview

, 428, 455-456
（1977

）︹
以
下
で
は
、N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s.

と
略
す
る
。︺.

（
32
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 835-836. 

こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
後
述
す
る
４
（
２
）
Ｂ 

ｅ
を
参
照
。

（
33
）　
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
を
求
め
る
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
の
救
済
形
成
過
程
で
も
、
権
利
侵
害
の
判
断
の
後
に
お
け
る
﹁
多
様
な
救
済
形
成
ア
プ
ロ
ー
チ
﹂（﹁
被

告
依
拠
型
﹂、﹁
裁
判
所
選
定
型
﹂、﹁
裁
判
所
独
自
形
成
型
﹂、﹁
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
委
託
型
﹂
お
よ
び
﹁
和
解
尊
重
型
﹂
の
各
ア
プ
ロ
ー
チ
）
が
存
在
し
た
が
、
本
文
で

述
べ
た
分
類
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、
そ
の
分
類
と
、
同
様
の
視
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
25
）
に
挙
げ
た
諸
論
文
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
日
本
法
に
お
け
る
（
大
規
模
な
）
差
止
訴
訟
に
お
け
る
多
様
な
審
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
二

〇
一
頁
も
参
照
。

（
34
）　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
合
衆
国
連
邦
政
府
は
、
合
衆
国
憲
法
に
よ
っ
て
、
明
示
的
ま
た
は
黙
示
的
に
与
え
ら
れ
た
権
限
の
み
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
以
外
の
権
限
は
、

州
が
行
使
す
る
と
い
う
建
前
を
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、た
と
え
ば
、田
中
英
夫
﹃
英
米
法
総
論
︹
上
︺﹄
三
二
頁
以
下
（
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
八
〇
年
）、松
井
茂
記
﹃
ア

メ
リ
カ
憲
法
入
門
︹
第
七
版
︺﹄
一
一
頁
、
三
八
頁
、
一
〇
九
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
35
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 822-823.

　
　
　

See generally, C
om

m
ent, T

he C
ase for D

istrict C
ourt M

anagem
ent of the R

eapportionm
ent P

rocess, 114 U
niversity of P

ennsylvania L
aw

 R
eview

, 

504 （1966

）.

　
　
　

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
員
定
数
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
田
中
英
夫
﹁
定
数
配
分
不
平
等
に
対
す
る
司
法
的
救
済
﹂
同
﹃
英
米
法
研
究
Ⅰ
︹
法
形
成
過
程
︺﹄

二
〇
三
頁
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
36
）　

た
と
え
ば
、W

yatt

事
件
で
は
、
人
道
的
な
心
理
的
お
よ
び
物
理
的
環
境
、
適
切
な
治
療
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
十
分
な
数
の
資
格
あ
る
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
個
人
別
の
治
療



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

四
一

二
四
三

プ
ラ
ン
の
各
々
に
つ
い
て
、
多
種
多
様
な
行
為
を
行
う
こ
と
が
、
債
務
者
に
対
し
て
命
じ
ら
れ
た
。See W

yatt v. Stickney, 344 F. Supp. 373, 379-386

（M
. D

. A
la. 

1972

）, 344 F. Supp. 387, 395-407

（M
. D

. A
la. 1972

）. W
yatt

事
件
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
20
）
五
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
37
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 822-823.

（
38
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 823.

　
　
　

し
か
も
、
裁
判
所
は
、﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
判
決
を
言
い
渡
す
さ
い
に
、
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
一
定
の
財
源
確
保
を
内
容
と
す
る
命
令
を
下

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、M

issouri v. Jenkins

事
件
（495 U

.S. 33, 55 （1990

））
に
お
い
て
、﹁
地
方
行
政
機
関

に
そ
の
固
有
の
税
金
を
徴
収
す
る
よ
う
に
命
じ
る
裁
判
所
の
命
令
は
、
明
ら
か
に
、
連
邦
裁
判
所
の
権
限
の
範
囲
内
に
あ
る
司
法
行
為
で
あ
る
﹂
旨
を
判
示
し
た
。
こ
の
判
決

に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
井
上
典
之
﹃
司
法
的
人
権
救
済
論
﹄
二
八
九
頁
（
信
山
社
、
一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

（
39
）　D

avis v. W
atkins, 384 F. Supp. 1196, 1197-1198 （N

. D
. O

hio 1974

）.

（
40
）　

た
と
え
ば
、
伊
藤
正
己
﹁A

m
icus C

uriae

に
つ
い
て
︱
︱
そ
の
実
際
と
評
価
﹂﹃
裁
判
と
法
（
上
）︹
菊
井
維
大
先
生
献
呈
論
集
︺﹄
一
二
九
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
七
年
）、

桜
田
勝
義
﹁﹃
裁
判
所
の
友
﹄
に
つ
い
て
﹂
法
律
時
報
三
九
巻
七
号
五
〇
頁
（
一
九
六
七
年
）、
森
川
金
寿
﹁
裁
判
の
民
主
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
︱
︱
ア
ミ
カ
ス
・
キ
ュ
リ
イ
に
つ

い
て
﹂﹃
裁
判
上
の
諸
問
題
（
上
）︹
兼
子
一
博
士
還
暦
記
念
︺﹄
二
六
三
頁
（
有
斐
閣
、一
九
六
九
年
）、小
島
武
司
﹁
裁
判
所
の
友
︱
︱
訴
訟
の
社
会
的
性
格
の
一
断
面
﹂
同
﹃
民

事
訴
訟
の
新
し
い
課
題
﹄
六
一
頁
（
法
学
書
院
、
一
九
七
五
年
）、
金
原
恭
子
﹁
世
論
と
裁
判
所
を
つ
な
ぐ
も
の
︱
︱
米
国
に
お
け
る
ア
ミ
カ
ス
・
キ
ュ
リ
ィ
と
ロ
ー
・
ク
ラ

ー
ク
﹂﹃
比
較
法
学
の
課
題
と
展
望
︹
大
木
雅
夫
先
生
古
稀
記
念
︺﹄
二
四
三
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
比
較
的
近
時
の
文
献
と
し
て
、
杉
山
悦
子
﹃
民
事
訴
訟
と
専
門
家
﹄
一
七
二
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）
も
参
照
。

（
41
）　

W
yatt v. Stickney, 325 F.Supp.781 （M

. D
. A

la. 1971
）, W

yatt v. Stickney, 344 F. Supp. 373, 375 （M
. D

. A
la. 1972

）.

ま
た
、
前
注
（
36
）
も
参
照
。

（
42
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 824, N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 440.

　
　
　

See e.g. W
yatt case. supra note 36 at 373, 377 （M

. D
. A

la. 1972
）, 344 F. Supp. 387, 394 （M

. D
. A

la.1972

）.

（
43
）　

以
上
、Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 824, N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 440.

（
44
）　

以
上
、Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 824

を
参
照
。

（
45
）　See e.g. D

avis case. supra note 39, at 1203-1205.

（
46
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
債
務
者
が
、
そ
の
役
割
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
異
議
を
申
し
立
て
る
場
合
も
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
（
↓
後
述
ｅ
参
照
）、M

organ

事
件
は
、

South B
oston

に
お
い
て
人
種
に
よ
る
別
学
の
解
消
が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
が
、
裁
判
所
が
レ
シ
ー
バ
ー
を
任
命
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
否
か
が
争
い
に
な
っ
た
。
こ



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

四
二

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
四
四

の
事
件
で
は
、最
終
的
に
、レ
シ
ー
バ
ー
の
任
命
が
認
め
ら
れ
た
。See M

organ v. M
cbonough, 540 F. 2d 527 （1st C

ir. 197

）, cert. denied, 429 U
. S. 1042 （1977

）.
（
47
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 824-825, N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 440.
（
48
）　U

nited States v. W
ood, W

ire &
 M

etal L
athers International U

nion, L
ocal U

nion 46, 328 F. Supp 429 （S.D
.N

.Y. 1971

）, cert. denied, 412 U
.S. 939 

（1973
）︹
本
件
は
、
雇
用
関
係
に
お
け
る
人
種
差
別
の
解
消
を
求
め
る
訴
訟
で
あ
る
。︺.

（
49
）　

な
お
、エ
ク
イ
テ
ィ
上
、イ
ン
ジ
ャ
ク
シ
ョ
ン
の
言
渡
し
に
関
す
る
制
限
法
理
と
し
て
、﹁
エ
ク
イ
テ
ィ
裁
判
所
は
執
行
し
え
な
い
救
済
方
法
を
与
え
な
い
。﹂と
い
う
法
理
が
存

在
す
る
。See generally, D

evelopm
ents in the L

aw
-Injunctions, 78 H

arvard L
aw

 R
eview

, 994, 1012-1013 （1965

）︹
以
下
で
は
、Developm

ents -Injunctions.

と
略
す
。︺, D

. D
O

B
B

S, H
A

N
D

B
O

O
K O

N T
H

E L
A

W
 O

F R
E

M
E

D
IE

S, 64 

（W
est P

ublishing C
o., 1973

）, J. D
O

B
B

YN, I N
JU

N
C

T
IO

N, 81-94 

（W
est P

ublishing C
o., 1974

）, 

R
E

ST
A

T
E

M
E

N
T （S

E
C

O
N

D
） OF T

O
R

T
S, 

§ 943 （A
m

erican L
aw

 Institute, 1979

）.

　
　
　

し
か
し
、
も
と
よ
り
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ク
シ
ョ
ン
﹂
は
、
非
常
に
困
難
な
公
的
な
制
度
・
組
織
の
改
善
が
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
、

い
っ
た
ん
伝
統
的
な
エ
ク
イ
テ
ィ
原
則
か
ら
の
制
限
を
脱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
救
済
方
法
の
実
現
を
確
保
す
る
た
め
の
新
た
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。See generally, D

evelopm
ents - Injunctions. id. at 825 n.301.

　
　
　

See also Sw
ann case. supra note 30 at 15, 28, L

. E
d 2d 554, 556 （1971

）.

　
　
　

な
お
、
強
制
執
行
の
可
能
性
や
実
効
性
が
、
裁
判
官
の
本
案
判
決
（
違
憲
判
決
）
の
言
渡
し
に
対
す
る
影
響
に
関
す
る
近
時
の
興
味
深
い
研
究
と
し
て
、
見
平
典
﹃
違
憲
審

査
制
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
︱
︱
現
代
ア
メ
リ
カ
連
邦
最
高
裁
判
所
の
積
極
化
の
背
景
﹄
九
二
頁
（
成
文
堂
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
50
）　

こ
の
場
合
に
は
、
裁
判
官
が
債
務
者
の
み
を
呼
び
出
し
て
審
尋
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
を
行
う
場
合
や
、
債
務
者
と
債
権
者
を
呼
び
出
し
て
審
尋
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
を
行
う
場
合

な
ど
が
あ
る
。

（
51
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 825.

　
　
　

See also N
ote, Im

plem
entation P

roblem
s. supra note 31 at 440.

　
　
　

な
お
、
本
文
で
述
べ
た
手
続
に
加
え
て
、
精
力
的
に
公
的
な
制
度
・
組
織
の
改
善
に
取
り
組
む
裁
判
官
は
、
救
済
方
法
の
実
現
を
一
層
推
進
さ
せ
る
た
め
に
様
々
な
非
公
式

な
手
段
を
と
る
こ
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
。Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 825-826, N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 

455, 460-461. 

た
と
え
ば
、﹁
救
済
方
法
に
つ
い
て
の
判
決
﹂
で
あ
る
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
中
で
、
裁
判
所
は
し
ば
し
ば
、
債
務
者
に
対
し
て
具
体
的
救
済

方
法
の
実
現
に
つ
い
て
の
計
画
書
を
作
成
し
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
積
極
的
な
活
動
を
行
う
裁
判
官
は
、
債
務
者
か
ら
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
受
領
し
た
後
に
、
そ
の
定

期
的
な
調
整
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。See, N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 461. 
ま
た
、た
と
え
ば
、州
立
刑
務
所
の
改
善
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
、



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

四
三

二
四
五

裁
判
官
が
、
抜
き
打
ち
的
に
、
債
務
者
で
あ
る
制
度
を
視
察
し
た
例
も
あ
る
。See Strom

an v. G
riffin, 331 F. Supp. 226 （S. D

. G
a. 1971

）.

日
本
法
の
視
点
か
ら
は
、

ア
メ
リ
カ
で
は
執
行
機
関
と
し
て
執
行
を
行
う
第
一
審
受
訴
裁
判
所
の
裁
判
官
が
、
事
実
上
の
検
証
と
し
て
執
行
現
場
の
視
察
を
行
っ
た
と
で
も
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

差
止
執
行
の
賦
活
の
あ
り
方
と
し
て
興
味
深
い
。

（
52
）　See D

. H
O

R
O

W
IT

Z, T
H

E C
O

U
R

T
S A

N
D S

O
C

IA
L P

O
L

IC
Y, 446 （B

rookings Institution P
ress, 1977

）.

（
53
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 826.

（
54
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 826-827.

　
　
　

ま
た
、
同
じ
裁
判
官
が
、
同
じ
用
語
を
用
い
て
い
る
場
合
で
さ
え
、
そ
の
内
容
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
連
邦
地
方
裁
判
所
のJohnson

判
事
は
、H

um
an 

R
ights C

om
m

ittee
を
任
命
し
て
、
救
済
実
現
を
行
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
役
割
は
事
件
ご
と
に
異
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、W

yatt case. supra note at 36, 344 F. 

Supp. 382, 387, 392 （M
. D

. A
la. 1972

）︹
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
挙
げ
た
よ
う
に
、
精
神
病
院
の
改
善
が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。︺
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
調
査
を

行
い
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
審
査
し
、
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
患
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
て
支
援
す
る
た
め
に
、H

um
an R

ights C
om

m
ittee 

を
設
立
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
20
）
五
七
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、P

ugh v. L
ocke, 406 F. Supp. 318, 331-32 （M

.D
. A

la. 

1976

） ︹
こ
れ
は
刑
務
所
の
改
善
が
求
め
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。︺
で
は
、
判
決
の
実
現
を
監
督
し
、
そ
の
実
現
に
関
す
る
プ
ラ
ン
を
再
審
査
し
、
そ
の
職
務
の
遂
行
に
必
要
な

行
為
を
な
す
た
め
に
、H

um
an R

ights C
om

m
ittee

を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。

（
55
）　

本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
救
済
方
法
の
形
成
過
程
か
ら
連
続
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
（
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
25
）︹（
三
）︺
七
七
頁
）、

そ
の
場
合
に
は
、
同
様
の
名
称
の
下
で
、
以
下
に
述
べ
る
モ
ニ
タ
ー
や
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
な
ど
の
職
務
を
も
同
時
に
行
う
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
述
べ
る
各
補

助
者
は
、
そ
の
役
割
の
一
部
が
重
複
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
お
お
む
ね
そ
の
各
々
の
典
型
的
な
職
務
を
中
心
と
し
た
分
類
で
あ
る
こ
と
を
、
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
56
）　

川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
25
）︹（
三
）︺
七
七
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
楪
博
行
﹁
制
度
改
革
訴
訟
の
判
決
形
成
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
﹂
同
志
社
ア
メ
リ

カ
研
究
二
四
号
四
五
頁
（
一
九
八
八
年
）、
小
林
秀
之
﹃
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
法
︹
新
版
︺﹄
三
〇
三
頁
以
下
（
弘
文
堂
、
一
九
九
六
年
）、
杉
山
・
前
掲
書
注
（
40
）
二
六
七

頁
な
ど
も
参
照
。

（
57
）　

連
邦
民
事
訴
訟
規
則
五
三
条
（
ｅ
）
項
（
１
）
号
を
参
照
。

（
58
）　

そ
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、H

art

事
件
（H

art v. C
om

m
unity School B

oard of B
rooklyn, 383 F. Supp. 699 （E

. D
. N

. Y. 1974

）︹
公
立
学
校
に
お

け
る
別
学
解
消
訴
訟
事
件
︺
に
お
け
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
に
関
し
て
詳
述
し
た
こ
と
が
あ
る
。
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
25
）︹（
三
）︺
七
七
頁
以
下
を
参
照
。
さ
ら
に
、

後
注
（
68
）
も
参
照
。
た
と
え
ば
、
楪
・
前
掲
論
文
注
（
56
）
四
六
頁
で
は
、﹁W

illow
brook

戦
争
（W

illow
brook W

ars

）﹂
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
、W

illow
brook

事
件



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

四
四

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
四
六

に
お
け
る
救
済
形
成
過
程
に
お
け
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
の
活
躍
が
、
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
59
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 828, N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 442-445, E
. M

ontgom
ery, F

orce 

and W
ill: A

n E
xploration of the U

se of Special M
asters to Im

plem
ent Judicial D

ecrees, 52 U
. C

olorado L
aw

 R
eview

, 105, 107-108 （1980

）︹
以
下
で
は
、

E
. M

on
tgom

ery, F
orce an

d
 W

ill.

と
略
す
。︺, D

. K
irp

 &
 G

. B
abcock, Ju

d
ge an

d
 C

om
p

an
y: C

ou
rt-A

p
p

oin
ted

 M
asters, S

ch
ool D

esegregation
, an

d 

Institutional R
eform

, 32 A
labam

a L
aw

 R
eview

, 313, 340-367 

（1981

）︹
以
下
で
は
、D

. K
irp &

 G
. B

abcock, Judge and C
om

pany.

と
略
す
。︺, M

. Starr, 

A
ccom

m
odation and A

ccountability: A
 Strategy for Judicial E

nforcem
ent of Institutional R

eform
 D

ecrees, 32 A
labam

a L
aw

 R
eview

, 399, 407-412 

（1981

）︹
以
下
で
は
、M

. Starr, A
ccom

m
odation and A

ccountability.

と
略
す
。︺, D

. H
orow

itz, D
ecreeing O

rganizational C
hange: Judicial Supervision of 

P
ublic Institutions, 1983 D

uke L
aw

 Journal, 1265, 1298 ︹
以
下
で
は
、D

. H
orow

itz, O
rganizational C

hange. 

と
略
す
。︺.

（
60
）　

こ
れ
は
、
公
的
な
制
度
・
組
織
の
活
動
を
監
督
し
、
そ
の
情
報
を
裁
判
所
に
提
出
す
る
役
割
で
あ
る
。
債
務
者
が
形
成
し
た
具
体
的
救
済
方
法
の
実
現
の
プ
ラ
ン
を
調
査
し
、

そ
れ
を
裁
判
所
に
報
告
す
る
こ
と
を
も
含
む
場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
役
割
を
演
じ
る
た
め
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
そ
の
専
門
的
知
識
を
駆
使
し
て
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
結
果
や
債
務
者
の
プ
ラ
ン
か
ら
情
報
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
公
的
な
制
度
・
組
織
の
内
部
に
つ
い
て
の
実
地
見
聞
な
ど
を
も
通
じ
て
、
情
報
を
収
集
し
評
価
す
る
の

で
あ
る
。

　
　
　

と
り
わ
け
、
後
者
の
情
報
は
、
首
尾
よ
く
具
体
的
救
済
方
法
を
実
現
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
以
上
に
つ
き
、M

. Starr, A
ccom

m
odation and 

A
ccountability. supra note 59 at 409-410 

を
参
照
。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
収
集
さ
れ
た
情
報
を
基
礎
と
し
て
、
裁
判
所
は
、
債
務
者
の
行
為
に
対
し
て
具
体
的
な
対
応
を
考
慮
し
た
り
、
あ
る
い
は
元
の
判
決
の
修
正
の
必
要
性
に
機
敏

に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。See D

. H
orow

itz, O
rganizational C

hange. supra note 59 at 1298.

　
　
　

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
の
こ
の
よ
う
な
情
報
収
集
活
動
は
、
マ
ス
タ
ー
と
制
度
・
組
織
の
運
営
者
と
の
間
に
対
立
関
係
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
と
い
う
問
題
も
伏
在
し
て
い
る
。See N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 444, M
. Starr, A

ccom
m

odation and A
ccountability. supra 

note 59 at 410.

（
61
）　D

. H
orow

itz, O
rganizational C

hange. supra note 59 at 1298.

　
　
　

See generally, V. N
athan, T

he U
se of M

asters in Institutional L
itigation, 10 U

niversity of Toledo L
aw

 R
eview

, 419 （1979

）, D
. K

irp &
 G

. B
abcock, 

Judge and C
om

pany. supra note 59 at 340.

（
62
）　

な
お
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
い
て
は
、
救
済
方
法
の
形
成
過
程
段
階
で
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
と
い
う
名
称
で
任
命
さ
れ
た
補
助
者
が
、
同
時
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

四
五

二
四
七

マ
ス
タ
ー
と
し
て
活
動
し
、
具
体
的
救
済
方
法
に
関
す
る
新
し
い
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
も
あ
る
。
雇
用
に
お
い
て
有
色
人
種
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
人
種

差
別
の
解
消
を
求
め
る
訴
訟
で
、
こ
の
よ
う
な
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
の
任
務
を
も
兼
任
し
た
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
が
任
命
さ
れ
た
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、E

qual 

E
m

ploym
ent O

pportunity C
om

m
ission （E

E
O

C

） v. L
ocal 638, 401 F. Supp. 467, 490 （S. D

. N
. Y. 1975

） ︹
こ
れ
は
、
雇
用
差
別
の
解
消
が
求
め
ら
れ
た
事
件
で

あ
る
。︺
が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
当
初
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
が
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
執
行
過
程
の
途
中
で
、
レ
シ
ー
バ
ー
が
任
命
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
約
五
か
年
を
か
け
て
、
強
制
執
行

が
首
尾
よ
く
実
現
さ
れ
た
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
　
　

た
と
え
ば
、ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

が
運
営
す
る
精
神
衛
生
施
設
（St. E

lizabeth’s H
ospital

）
の
改
善
を
め
ぐ
る
﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
が
、そ
れ
で
あ
る
が
、こ
の
事
件
で
は
、

﹁
で
き
る
だ
け
制
約
的
で
は
な
い
方
法
に
よ
る
共
同
体
に
基
礎
を
置
く
処
置
を
求
め
る
法
律
上
の
権
利
﹂
の
強
制
執
行
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
適
切
な
救
済
方
法
を

ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
か
が
争
点
と
な
り
、
同
意
判
決
に
よ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
救
済
方
法
が
命
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
強
制
執
行
の
実
施
た
め
に
、
専
門
技
術
的
な
補
助
者

と
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
が
選
任
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
七
年
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、R

obinson

判
事
は
、
債
務
者
に
よ
る
判
決
債
務
の
劣
悪
な
不
履
行
状
態
を
認
定
し
、

そ
の
よ
う
に
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
き
た
判
決
債
務
の
不
履
行
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
の
自
己
制
限
的
な
介
入
の
基
礎
が
失
わ
れ
る
旨
を
述
べ
、
結
局
、
最
後
の
手
段
と
し
て
レ
シ

ー
バ
ー
を
任
命
し
た
。D

ixon v. B
arry, 967 F.Supp. 535 （D

.D
.C

.1997

）
を
参
照
。
こ
の
事
件
で
は
、
上
記
の
精
神
衛
生
施
設
を
、
す
べ
て
の
患
者
に
利
用
可
能
な
適
時

の
治
療
を
提
供
し
、
か
つ
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
で
き
る
だ
け
制
限
的
で
は
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
施
設
に
再
構
成
す
る
た
め
に
、
レ
シ
ー
バ
ー
に
は
、
当
該
施
設

を
監
視
・
監
督
し
、
当
該
施
設
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
財
政
面
、
法
的
側
面
、
運
営
面
、
お
よ
び
人
事
面
に
関
す
る
職
務
を
命
じ
る
権
限
が
与
え
ら
れ
た
。

　
　
　

な
お
、
こ
の
事
件
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
施
設
の
改
善
が
図
ら
れ
た
た
め
に
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
役
割
が
終
了
し
、
ワ
シ
ン
ト
ンD

.C
.

が
運
営
権
限
を
回
復
し
た
。
こ
の
点

つ
い
て
は
、D

. R
E

N
D

L
E

M
A

N &
 C

. R
O

B
E

R
T

S, supra note 20 at 454 
を
参
照
。

（
63
）　E

. M
ontgom

ery, F
orce and W

ill. supra note 59 at 115-123.

（
64
）　

な
お
、F

riendly 

判
事
は
、
一
般
に
、
社
会
的
な
争
点
を
解
決
す
る
た
め
に
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
は
、
た
と
え
念
入
り
に
形
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
本

来
的
に
曖
昧
で
あ
り
、
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
判
決
が
そ
も
そ
も
﹁
社
会
的
な
立
法
﹂
の
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
承
認
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。See H

. 

F
riendly, T

he C
ourts and Social P

olicy: Substance and P
rocedure, 33 U

niversity of M
iam

i L
aw

 R
eview

, 21, 40 （1978

）.

（
65
）　E

. M
ontgom

ery, F
orce and W

ill. supra note 59 at 115-118.

　
　
　

た
と
え
ば
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
に
関
す
る
例
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
挙
げ
て
き
たW

yatt

事
件
（
前
注
（
36
）・（
54
）
な
ど
を
参
照
）
に
お
け
る
判
決
は
、

そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
新
し
い
権
利
で
あ
る
﹁
治
療
を
受
け
る
権
利 

（right to treatm
ent

）﹂
を
初
め
て
承
認
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
基
準
を



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

四
六

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
四
八

定
立
し
た
も
の
の
、
そ
の
執
行
過
程
が
、
前
例
の
な
い
新
た
な
権
利
の
実
現
過
程
で
あ
り
、
か
つ
、
広
汎
な
制
度
の
改
善
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
こ
で
設

置
さ
れ
たH

um
an R

ights C
om

m
ittee 

が
、
債
務
者
の
遵
守
状
況
を
評
価
す
る
さ
い
に
、
困
難
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。See N

ote, W
yatt case. supra note 36 at 

1372. 

（
66
）　

川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
一
三
一
頁
、
一
五
八
頁
な
ど
。
ま
た
、
こ
の
特
質
の
比
較
的
早
い
時
期
の
指
摘
と
し
て
、
同
・
前
掲
論
文

注
（
20
）
四
一
頁
な
ど
も
参
照
。

（
67
）　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・
前
掲
書
（﹃
差
止
救
済
過
程
の
近
未
来
展
望
﹄）
注
（
9
）
二
五
二
頁
な
ど
を
参
照
。
そ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
﹁
債
務
者
（
被
告
）
の
選
択
権
﹂

が
尊
重
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
履
行
の
評
価
に
際
し
て
、
定
量
的
で
は
な
く
定
質
的
な
評
価
が
不
可
避
的
に
要
請
さ
れ
る
場
合
に
は
、
評
価
に
関
し
て
新
た
な
問
題
が
発
生

す
る
の
で
あ
る
。

（
68
）　E

. M
ontgom

ery, F
orce and W

ill. supra note 59, at 117.

　
　
　

た
と
え
ば
、
救
済
方
法
の
形
成
過
程
で
問
題
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、H

art

事
件
（H

art v. C
om

m
unity School B

oard of B
rooklyn, 383 F. Supp. 699, 756-58

（E
.D

. N
. Y. 1974

）︹
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
に
よ
る
別
学
解
消
訴
訟
事
件
︺
参
照
）
で
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
債
権
者
、
債
務
者
そ
の
他
の
者
と
の
間
で
非
公

式
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
頻
繁
に
行
っ
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
の
命
令
で
は
、
そ
の
種
の
活
動
に
つ
き
裁
判
所
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
て
は
い
た
も
の
の
、
任
命

さ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
は
、
柔
軟
な
活
動
を
行
う
目
的
の
た
め
に
、
中
間
的
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。See, C

. B
erger, A

w
ay from

 the 

C
ourt H

ouse and into the F
ield: T

he O
dyssey of a Special M

aster, 78 C
olum

bia L
aw

 R
eview

, 707, 724 n.18. 

ま
た
、H

art

事
件
に
お
け
るB

erger 

氏
（
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
）
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
注
（
58
）
お
よ
び
小
林
・
前
掲
書
注
（
56
）
三
〇
三
頁
以
下
を
参
照
。
さ
ら
に
、O

. F
ISS &

 D
. R

E
N

D
L

E
M

A
N, I N

JU
N

C
T

IO
N

S, 801

（F
oundation P

ress, 1984

）
を
参
照
。

（
69
）　E

. M
ontgom

ery, F
orce and W

ill. supra note 59 at 117.

　
　
　

し
か
し
、
現
実
問
題
と
し
て
は
、
債
務
者
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
判
決
で
認
め
ら
れ
た
権
限
外
の
行
為
あ
る
い
は
権
限
濫
用
的
な
行
為
の
存
在
を
知
っ
て
い

て
も
、
そ
の
行
為
に
対
し
て
、
裁
判
所
に
異
議
を
申
し
立
て
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
こ
と
も
、
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

た
と
え
ば
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
は
、
当
事
者
間
の
合
意
に
基
づ
く
﹁
同
意
判
決
（C

onsent D
ecree

）﹂
で
終
了
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
（See N

ote, T
he 

M
odification of C

onsent D
ecrees in Institutional R

eform
 L

itigation, 99 H
arvard L

aw
 R

eview
, 1020, 1020

（1986

））
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
（
川
嶋
・
前
掲

論
文
注
（
25
）︹（
四
）︺
三
頁
も
参
照
）
が
、
債
務
者
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
正
式
な
異
議
を
申
し
立
て
る
よ
り
も
、
当
事
者
自
治
に
よ
る
救
済
実
現
を
推
進
さ
せ
る
た
め
に
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
と
の
間
で
交
渉 

（negotiation

） 

を
行
う
方
が
有
利
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
（
権
限
外
の
行
為
や
権
限
濫
用
の
行
為
な
ど
を
不
問
に
付
す
︹
大
目
に



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
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六
六
巻
二
号�

四
七

二
四
九

見
る
︺
こ
と
を
取
引
の
材
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
選
択
す
る
場
合
）
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。See N

ote, “M
astering” Intervention in P

risons, 88 Yale L
aw

 

Journal, 1062, 1070 n.50

（1979

）.
（
70
）　

こ
の
問
題
の
ほ
か
に
、
た
と
え
ば
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
が
、
当
該
訴
訟
と
は
直
接
に
は
関
係
の
な
い
社
会
的
な
害
悪
ま
た
は
不
正
の
糾
弾
と
そ
の
解
決
案
を
も
盛
り

込
ん
だ
具
体
的
救
済
方
法
を
形
成
す
る
場
合
に
は
、
権
利
侵
害
か
ら
の
救
済
を
本
来
の
任
務
と
す
る
司
法
権
限
の
範
囲
内
の
行
為
か
否
か
に
つ
い
て
疑
義
が
生
じ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
25
）︹（
三
）︺
九
六
頁
以
下
も
参
照
。

　
　
　

ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
が
、
判
決
の
内
容
に
関
す
る
争
い
を
解
決
す
る
た
め
に
、
任
命
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
紛
争
が
解
決
を
委
ね
ら
れ
た

も
の
に
属
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
疑
義
が
生
じ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。See generally, E

. M
ontgom

ery, F
orce and W

ill. supra note 59 at 118-123.

（
71
）　

ま
た
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
で
は
、
原
告
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
公
的
制
度
・
組
織
の
改
善
を
目
的
と
し
、
裁
判
所
が
、
多
様
な
救
済
方
法
の
中
か
ら
一
つ
を
選
択
し
て
判

決
を
言
い
渡
し
て
い
る
の
で
、
事
後
的
な
事
情
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
判
決
を
修
正
す
る
必
要
性
も
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
迅
速
果
敢
に
対

応
す
る
た
め
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
が
任
命
さ
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
の
で
あ
る
。

（
72
）　N

ote, M
onitors: A

 N
ew

 E
quitable R

em
edies? 70 Yale L

aw
 Journal, 103, 114 

（1960

）︹
以
下
で
は
、N

ote, M
onitors.

と
略
す
。︺, Special P

roject, 

R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 828, N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 440-443, E
. M

ontgom
ery, F

orce and W
ill. supra note 59 

at 106.

　
　
　

な
お
、
も
し
任
命
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
が
、
具
体
的
救
済
方
法
に
関
す
る
実
施
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
り
で
、
モ
ニ
タ
ー
は
、
類
型
的
に
は
、
マ
ス
タ
ー
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
職
務
の
中
心
が
、
判
決
の
強
制
的
実
現
の
監
督
で
あ
る
場
合
に
は
、
モ
ニ
タ
ー
は
、
程
度
問
題
で
は
あ
る
も
の
の
、
な
お
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
と
は
区
別
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
監
視
的
な
職
務
は
、
後
に
述
べ
る
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
（
↓
ｄ
）
や
レ
シ
ー
バ
ー
（
↓
ｅ
）
に
よ
っ
て

も
遂
行
さ
れ
る
が
、そ
れ
は
、通
常
、こ
れ
ら
の
補
助
者
が
有
す
る
よ
り
広
汎
な
権
限
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
評
価
さ
れ
る
た
め
に
、比
較
的
影
が
薄
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

See Special P
roject, R

em
edial P

rocess. supra note 26 at 828.

（
73
）　N

ote, M
onitors. supra note 72 at 114, E

. M
ontgom

ery, F
orce and W

ill. supra note 59 at 106.

（
74
）　

前
注
（
42
）
お
よ
び
そ
の
本
文
を
参
照
。

（
75
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 828.

（
76
）　See J. A

ltm
an, Im

plem
enting C

ivil R
ights Injunction: A

 C
ase Study of N

A
A

C
P

 v. B
rennan, 78 C

olum
bia L

aw
 R

eview
, 739, 757-759

（1978

）︹
以
下

で
は
、J. A

ltm
an, C

ase Study.

と
略
す
。︺.
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同
志
社
法
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六
六
巻
二
号�

四
八

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
五
〇

（
77
）　See e.g. N

ew
 York State A

ssociation for R
etarded C

hildren, Inc. v. C
arey, 393 F. Supp. 715 （E

.D
.N

.Y. 1975

） ︹
本
件
は
、
い
わ
ゆ
る
精
神
病
院
の
改
善
が

求
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。︺, H

am
ilton v. L

ondrieu, 351 F. Supp. 549, 550 （E
. D

. L
a. 1972

） ︹
本
件
は
、
刑
務
所
の
改
善
が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。︺, G

ates v. 

C
ollier, 501 F. 2d 1291, 1321

（5th C
ir. 1974

） ︹
本
件
は
、
刑
務
所
の
改
善
が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
が
、
刑
務
所
運
営
に
関
す
る
す
べ
て
の
局
面
を
監
視
す
る
な
ど

の
目
的
の
た
め
に
、
モ
ニ
タ
ー
が
選
任
さ
れ
た
。︺.

　
　
　

な
お
、
前
述
のW

yatt

事
件
（
↓
前
注
（
36
）
を
参
照
）
で
は
、
改
善
が
命
じ
ら
れ
た
精
神
病
院
内
で
、
記
録
を
調
査
し
、
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、
さ

ら
に
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る
患
者
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
、
そ
の
者
を
補
助
す
る
な
ど
の
た
め
に
、H

um
an R

ights C
om

m
ittee

と
い
う
名
称
の
モ
ニ
タ

ー
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
、
前
注
（
54
）・（
65
）
お
よ
び
川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
20
）
六
五
頁
も
参
照
。

（
78
）　

See N
ote, Im

plem
entation P

roblem
s. supra note 31 at 442.

　
　
　

See also Special P
roject, R

em
edial P

rocess. supra note 26 at. 829.

（
79
）　See J. A

ltm
an, C

ase Study. supra note 76 at 752.

（
80
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 829-830.

（
81
）　

川
嶋
・
前
掲
論
文
注
（
21
）
三
六
二
頁
以
下
を
参
照
。

（
82
）　N

ote, Im
plem

entation P
roblem

s. supra note 31 at 445-448, 458-459, Special P
roject. R

em
edial P

rocess. supra note 26 at 830.

（
83
）　See e.g. U

nited States v. L
ocal N

o.86, International A
ssociation of B

ridge, Structural, O
rnam

ental &
 R

einforcing Ironw
orkers, 315 F. Supp. 1202 

（W
.D

.W
ash. 1970

）, aff’d, 443 F. 2d 544 （9th C
ir.

）, cert. denied, 404 U
.S. 984 （1971

）.

こ
の
事
件
は
、
雇
用
関
係
に
お
け
る
人
種
差
別
の
解
消
が
求
め
ら
れ
た
事

件
で
あ
る
。
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
職
務
を
実
施
す
る
た
め
に
、”A

dvisory C
om

m
ittee”

が
任
命
さ
れ
た
。

（
84
）　See e.g. H

arrington v. C
olquitt C

ounty B
oard of E

ducation, 446 F. 2d 1011, 1012 （5th C
ir. 1971

）, cert. denied, 409 U
.S. 915 （1972

）.

（
85
）　“B

iracial C
om

m
ittees”

は
、
様
々
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
異
な
る
人
種
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
地
方
の
教
育
委
員
会
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
与

え
、
ま
た
は
、
裁
判
所
に
対
し
て
具
体
的
救
済
方
法
を
提
出
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 

830 n.369.

（
86
）　C

alhoun v. C
ook, 362 F. Supp. 1249, 1252 （N

. D
. G

a. 1973

）, aff’d, 522 F. 2d 717 （5th C
ir. 1975

）.

こ
の
事
件
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
に
よ
る
別
学
の

解
消
が
求
め
ら
れ
た
事
件
で
あ
る
。
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
本
文
の
よ
う
に
述
べ
て
、”B

iracial C
om

m
ittee”

に
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
負
担
さ
せ
た
。

（
87
）　See C

alhoun case. supra note 86 at 1252.
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四
九

二
五
一

（
88
）　

な
お
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
が
、
自
己
の
作
成
し
た
具
体
的
救
済
方
法
の
基
準
に
従
っ
て
紛
争
を
解
決
で
き
る
と
い
う
内
容
の
オ
ー
ダ
ー
を
裁
判
所
に
求
め
る
権
限
を
有
す
る

場
合
に
は
、
そ
の
職
務
は
一
般
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
エ
イ
タ
ー
が
、
紛
争
の
終
局
的
判
断
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

﹁
仲
裁
人 （A

rbitrator

）﹂ 

と
な
る
の
で
あ
る
。See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 830.

（
89
）　

前
注
（
74
）・（
75
）
の
本
文
を
参
照
。

（
90
）　J. H

arris, T
he T

itle Ⅶ
 A

dm
inistrator: A

 C
ase Study in Judicial F

lexibility, 60 C
ornell L

aw
 R

eview
, 53, 56-57 （1974

）︹
以
下
で
は
、J. H

arris, C
ase 

Study.

と
略
す
。︺, Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 831, E

. M
ontgom

ery, F
orce and W

ill. supra note 59 at 107.

（
91
）　E

x parte P
eterson, 253 U

.S. 300, 312-313, 64 L
. E

d. 919, 925 （1920

）.

（
92
）　Sw

ann case. supra note 28, 402 U
.S. 1, 28 L

. E
d 2d 544, 566 （1971

）.

　
　
　

な
お
、
注
（
38
）
も
参
照
。

（
93
）　

な
お
、
あ
る
裁
判
所
は
、
マ
ス
タ
ー
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
五
三
条
に
基
づ
い
て
、
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
を
任
命
し
て
い
る
。See e.g. D

avis 

case. supra note 39 at 1212.

　
　
　

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
連
邦
民
事
訴
訟
規
則
の
下
に
お
け
る
マ
ス
タ
ー
の
役
割
を
拡
張
し
す
ぎ
て
い
る
と
、
批
判
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
規
則
五
三
条
は
、
マ
ス

タ
ー
を
事
実
認
定
者
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
そ
れ
が
一
定
の
行
政
的
職
務
（
例
、
会
社
内
の
選
挙
の
監
督
）
の
遂
行
を
許
さ
れ
た
と
し
て
も
、
広
汎
か
つ
継
続
的
な
運
営

的
お
よ
び
行
政
的
職
務
の
遂
行
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 831 

and n.381, 382.

（
94
）　

こ
れ
は
、
通
常
い
わ
ゆ
る
﹁T

itleⅦ

の
ケ
ー
ス
（
公
民
権
法
第
七
編
事
件
）﹂
と
呼
ば
れ
、
雇
用
差
別
禁
止
関
係
訴
訟
事
件
の
事
件
類
型
で
あ
る
。
雇
用
に
お
い
て
一
定
の

差
別
行
為
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
連
邦
政
府
が
原
告
と
し
て
、
訴
え
を
提
起
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
種
の
訴
訟
は
、C

ivil R
ights A

ct of 1964, 42 U
.S.C

.A
. 

§

20000

に
基
づ
い
て
提
起
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
中
窪
裕
也
﹃
ア
メ
リ
カ
労
働
法
︹
第
二
版
︺﹄
一
九
五
頁
以
下
（
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
も
参
照
。

（
95
）　

See e.g. U
nited States v. L

ocal 638, E
nterprise A

ssociation of Steam
 P

ipefitters, 360 F. Supp. 979 （S.D
.N

.Y. 1973

）.

　
　
　

See generally J. H
arris, C

ase Study. supra note 90 at 58-62.

（
96
）　See e.g. D

avis case. supra note 39 at 1212.

（
97
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 832.

（
98
）　See J. H

arris, C
ase Study. supra note 90 at 64, 68.



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

五
〇

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
五
二

（
99
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 833.

（
１００
）　See J. A

ltm
an, C

ase Study. supra note 76 at 747-748.
（
１０１
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 833.

（
１０２
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 833-834. See also E

. M
ontgom

ery, F
orce and W

ill. supra note 59 at 107.

（
１０３
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 834.

（
１０４
）　See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 834.

（
１０５
）　

こ
れ
を
的
確
に
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、U

nited States v. W
ood, W

ire &
 M

etal L
athers International U

nion, L
ocal U

nion 46, 341 F. Supp. 694, 695 （S.

D
.N

.Y. 1972

）, aff’d, 471 F. 2d 408 （2d C
ir.

）, cert. denied, 412 U
.S. 939 （1973

）︹
本
件
は
、
雇
用
関
係
に
お
け
る
人
種
差
別
の
解
消
を
求
め
る
訴
訟
で
あ
る
。︺
が

あ
る
。 

（
１０６
）　See L

ocal 638 case. supra note 95.

（
１０７
）　J. H

arris, C
ase Study. supra note 90 at 62-70.

（
１０８
）　

詳
し
く
は
、J. H

arris, C
ase Study. supra note 90 at 62-70.

（
１０９
）　J. H

arris, C
ase Study. supra note 90 at 63.

（
１１０
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 835-836.

（
１１１
）　

通
常
、﹁
公
共
訴
訟
事
件
﹂
に
お
い
て
は
、
レ
シ
ー
バ
ー
は
、
暫
定
的
に
特
定
の
目
的
の
た
め
に
任
命
さ
れ
る
。

　
　
　

See e.g. M
organ v. M

cD
onough, 540 F. 2d 527, 535 （1st C

ir. 1976

）, cert. denied, 429 U
. S. 1042 （1977

）.

こ
の
事
件
で
、
連
邦
地
方
裁
判
所
は
、
人
種
に
よ

る
別
学
を
行
っ
て
い
る
学
校
の
抜
本
的
な
改
革
を
実
施
す
る
た
め
に
、
レ
シ
ー
バ
ー
を
任
命
し
た
。
上
訴
を
受
け
た
連
邦
控
訴
裁
判
所
も
、
そ
の
判
断
を
維
持
し
た
も
の
の
、

そ
の
判
旨
の
中
で
、
警
告
的
に
次
の
よ
う
に
付
言
し
た
。

　
　
　
﹁
⋮
⋮
レ
シ
ー
バ
ー
は
異
例
の
手
段
で
あ
り
、
そ
れ
を
正
当
化
す
る
事
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
件
で
は
、
別
学
の
解
消
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
担
当
公
務
員
が

い
な
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
事
情
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
任
期
は
、
こ
の
よ
う
な
事
由
の
存
続
す
る
限
り
続
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
裁
判
所
は
、
実
現

を
意
図
さ
れ
た
憲
法
上
の
目
的
を
超
え
て
、
そ
れ
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
⋮
⋮
﹂

（
１１２
）　

よ
り
干
渉
的
で
な
い
救
済
方
法
の
形
成
お
よ
び
実
現
を
目
的
と
す
る
エ
ク
イ
テ
ィ
上
の
要
請
（
前
掲
注
（
30
）
の
本
文
を
参
照
）、
お
よ
び
、
州
政
府
の
問
題
に
対
す
る
連

邦
裁
判
所
の
介
入
を
抑
制
す
べ
き
と
す
る
﹁
連
邦
主
義
（federalism

）﹂
の
要
請
（
前
掲
注
（
34
）
を
参
照
）
を
考
慮
し
て
、
裁
判
所
は
、
最
も
介
入
的
な
救
済
方
法
の
実
現



（　
　
　

）

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

五
一

二
五
三

手
段
で
あ
る
レ
シ
ー
バ
ー
の
利
用
を
、
や
む
を
得
な
い
極
端
な
事
案
に
限
定
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
、
と
り
わ
け
、
公
選
さ
れ
た
州
の
教
育
委
員
会
や
州
公
務
員
一
般
の
権
限

を
剥
奪
す
る
こ
と
に
は
消
極
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
要
請
の
中
に
伏
在
す
る
判
決
履
行
に
対
す
る
危
険
性
が
存
在
す
る
た
め
に
、
事
件
の
状
況
が
余
り
に
も
悪
化
し

て
い
る
の
で
結
局
の
と
こ
ろ
レ
シ
ー
バ
ー
と
い
う
最
も
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
手
段
し
か
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
を
実
現
す
る
た
め
に
利
用
で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン

マ
さ
え
生
じ
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
に
つ
き
、Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 836 n.429

を
参
照
。

　
　
　

ま
た
、
前
注
（
62
）
も
参
照
。

（
１１３
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 836.

　
　
　

See generally, N
ote, R

eceivership as a R
em

edy in C
ivil R

ights C
ases, 24 R

utgers L
aw

 R
eview

, 115

（1969

）︹
以
下
で
は
、N

ote, R
eceivership.

と
略

す
。︺, J. Johnson, E

quitable R
em

edies: A
n A

nalysis of Judicial U
tilization of N

eo-R
eceiverships to Im

plem
ent L

arge Scale Institutional C
hange, 

1976 W
isconsin L

aw
 R

eview
, 1161, 1173-1189

︹
以
下
で
は
、Johnson, E

quitable R
em

edies.

と
略
す
。︺.

　
　
　

J, Johnson, E
quitable R

em
edies. id. at 1165-1173 

に
よ
れ
ば
、
レ
シ
ー
バ
ー
の
歴
史
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。﹁
伝
統
的
な
レ
シ
ー
バ
ー
シ
ッ
プ
は
、
エ
ク
イ
テ

ィ
権
限
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
係
争
人
の
財
産
権
を
保
護
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
元
来
、
エ
ク
イ
テ
ィ
権
限
は
、
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
財
産
権
の

保
護
の
た
め
に
の
み
援
用
し
う
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
権
限
は
、
徐
々
に
拡
張
さ
れ
て
行
っ
た
。
レ
シ
ー
バ
ー
シ
ッ
プ
は
、
ま
ず
公
的
な
利
益
を
保
護
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
倒
産
し
た
鉄
道
会
社
の
再
建
、
州
の
徴
税
と
い
っ
た
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
拡
大
さ
れ
た
。
後
に
、
裁
判
所
は
、﹃
一
定
の
憲
法

上
の
権
利
は
、
そ
れ
自
体
財
産
権
で
あ
る
。﹄
と
い
う
擬
制
を
用
い
て
、
財
産
権
に
よ
る
制
限
を
回
避
し
た
の
で
あ
る
。﹂

　
　
　

そ
し
て
、
今
日
で
は
、
財
産
権
の
要
件
は
、
全
く
破
棄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。See N

ote, R
eceivership. id., at 133-138.

　
　
　

な
お
、
レ
シ
ー
バ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
戦
後
、
会
社
更
生
法
制
定
の
さ
い
に
日
本
に
お
け
る
研
究
が
深
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
破
産
管
財
人
（trustee

）

な
ど
と
の
共
通
性
も
み
ら
れ
る
。Johnson

論
文
に
言
及
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鉄
道
破
産
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
加
藤
哲
夫
﹁
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鉄
道
更
生
﹂

同
﹃
企
業
倒
産
処
理
法
制
に
お
け
る
基
本
的
諸
相
﹄
三
頁
、
七
頁
以
下
（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。

　
　
　

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
レ
シ
ー
バ
ー
制
度
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
高
田
賢
治
﹃
破
産
管
財
人
制
度
論
﹄
六
二
頁
以
下
、
一
八
二
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）

も
参
照
。

（
１１４
）　

T
urner v. G

oolsby, 255 F. Supp. 724

（S. D
. G

a. 1966

）.

（
１１５
）　T

urner case. supra note 114 at 730.

（
１１６
）　T

urner case. supra note 114 at 734.



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
六
巻
二
号�

五
二

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
差
止
的
救
済
の
強
制
執
行
過
程
に
つ
い
て
（
一
）

二
五
四

（
１１７
）　M

organ case. supra note 111.
（
１１８
）　M

organ v. K
irrigan, 409 F. Supp. 1141

（D
. M

ass. 1975

）, See also, M
organ case. supra note 111, at 530-32.

（
１１９
）　M

organ case. supra note 111, at 533.

　
　
　

こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ス
タ
ー
お
よ
び
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
イ
タ
ー
と
レ
シ
ー
バ
ー
と
の
類
似
性
は
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
債
務
者
に
対
し
て
判
決
の
実
現
を
強
制
す
る
こ
と
と
、

債
務
者
の
地
位
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
と
は
全
く
異
な
る
と
の
指
摘
と
し
て
、See Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 837 n. 437.

（
１２０
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 535.

（
１２１
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 535.

（
１２２
）　

な
お
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
レ
シ
ー
バ
ー
に
つ
い
て
は
、 See generally, B

. R
oberts, T

he E
xtent of F

ederal Judicial E
quitable P

ow
er: R

eceivership of 

South B
oston H

igh School, 12 N
ew

 E
ngland L

aw
 R

eview
, 55

（1976

）.

　
　
　

こ
の
事
件
で
、G

arrity

判
事
の
命
令
は
、 South B

oston

高
校
を
レ
シ
ー
バ
ー
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
に
加
え
て
、
学
校
の
常
勤
職
員
お
よ
び
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
コ
ー
チ

の
更
迭
を
命
じ
、
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
適
切
な
行
為
を
行
う
た
め
に
、
暫
定
的
な
レ
シ
ー
バ
ー
で
か
つ
学
校
の
管
理
者
を
指
名
し
た
。
そ
し
て
、
困
難
な
職
務
に
不
向
き

と
考
え
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
更
迭
さ
せ
、
学
校
の
物
的
施
設
の
改
善
を
行
わ
せ
、
か
つ
、
生
徒
の
補
習
を
行
う
た
め
の
教
育
上
の
救
済
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

Id. at 61 n.33.

（
１２３
）　Special P

roject, R
em

edial P
rocess. supra note 26 at 837.

（
１２４
）　

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
マ
ス
タ
ー
を
（　

）
内
に
入
れ
た
の
は
、
そ
の
権
限
が
、
個
別
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
職
務
内
容
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
１２５
）　

川
嶋
・
前
掲
論
文
（
25
）︹（
四
）︺
九
頁
な
ど
を
参
照
。

（
１２６
）　

こ
こ
に
は
、
判
断
機
関
で
あ
る
判
決
裁
判
所
が
、
分
離
さ
れ
た
別
個
の
執
行
機
関
に
執
行
を
委
ね
る
と
い
う
思
考
で
は
な
く
、
ま
さ
に
、
あ
く
ま
で
判
決
裁
判
所
で
あ
る
第

一
審
受
訴
裁
判
所
が
﹁
公
共
的
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
﹂
の
目
的
達
成
ま
で
徹
底
的
に
面
倒
を
見
る
と
い
う
基
本
的
志
向
が
窺
わ
れ
る
。
救
済
実
現
過
程
に
お
け
る
個
別
事
件

の
具
体
的
な
状
況
で
、
裁
判
所
が
補
助
者
を
任
命
し
て
執
行
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
事
件
の
実
体
関
係
（
事
案
）
を
知
悉
し
た
裁
判
所
が
、
自
ら
自
己
の
言
い
渡
し
た
判
決
の

実
現
責
任
を
負
う
こ
と
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
特
質
は
、
事
件
状
況
に
応
じ
た
多
様
で
異
質
な
執
行
方
法
を
創
案
し
現
実
化
し
て
い
る
点
に
あ
る
。




